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　2005 年 6月、八尾市植松の植田家から土地・家屋、什物などが一括して八尾市

に寄贈されました。当家は、江戸時代中期におこなわれた大和川の付け替え工事に

伴って開発された安中新田の管理を永い間にわたって運営してきた経緯がありま

す。それだけに、大阪府下に現存する数少ない会所屋敷として、その家屋はきわめ

て高い資料的価値を有しています。

　当家にはまた、古文書や漢籍類のほか美術資料、河内木綿、民具など貴重な資料

が所蔵されています。会所という公的な場と日常的な暮らしの場を伝える稀有な存

在の植田家を文化遺産として後世に残していかなければなりません。

　2006 年 10 月 14日に八尾市教育委員会との共催で開催した、地域連携企画第 2

弾「八尾安中新田植田家の文化遺産」は、貴重な文化遺産である植田家のごく一部

を八尾市民の皆さまに知っていただく機会となりました。

　今後、八尾市の方がたと協力しながら調査を進め、植田家が貴重な文化遺産であ

ることを、まず八尾市民の皆さまに認識していただけるよう、次いでその成果を還

元していく所存です。

　　2007 年７月

　　　　　　　　　　関西大学なにわ・大阪文化遺産学研究センター

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　センター長　髙橋隆博

ご あ い さ つ
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　宝永元（1704）年の大和川付替えは大坂における水利の一大事業として語り継がれていま

すが、それ以前の大和川は、大和から亀の瀬渓谷を下ってくる本流が、柏原村で南から流れて

くる石川と合流し、ここから西北へ折れ、久宝寺川（長瀬川）と玉櫛川（玉串川）に分かれて、

各川や池と合流しながら、最後はそれぞれ淀川へと注いでいました。

　当時の大和川が流れていた河内平野は、川が運ぶ肥沃な土砂のおかげで、古代から田畑が開

かれ、人々が生活を営んでいましたが、反面、常に洪水の被害が多発していました。古くは飛

鳥時代の白雉３（651）年の水害から、奈良時代の宝亀３（773）年の大雨による茨田・渋川・

志紀の被害、永祿６（1563）年の畿内大洪水などの記録が残されています。また、天文２（1533）

年には、植松の堤が切れて渋川神社の社殿がながされたとも伝えられています。

　これらの時代にも、大和川の治水を確保し、洪水を防ぐために色々な取り組みが行われまし

たが、洪水は収まることはありませんでした。

　江戸時代になり幾度かにわたる農民たちの直訴によって、元禄 16（1703）年 10月 28 日、

ようやく幕府は大和川付替えを決定したのです。翌、宝永元（1704）年 2月 27日から世紀の

大事業と言われる “大和川付替え” が行われ、計画では３年を費やすといわれていた工事が８ヶ

月足らずという早さで終わりました。

　この付替えで、土地をなくした村は 40ヶ村にのぼり、

約 270ha の田畑がなくなりましたが、付替えの翌年の

宝永２（1705）年から、久宝寺川や玉櫛川などの旧川

筋や新
しんがいけ

開池、深
ふこのいけ

野池などで新田開発が始まり、付替えか

ら５年後には約 1,060 町歩（約 1,050ha）、34ヶ所の新

田が開発されました。幕末には、旧大和川筋の新田開発

は 53ヶ所までになりました。

　本市域においても山本新田をはじめ 9ヶ所が新田開発

されましたが、その１つが安中新田です。

　享保６（1721）年 5月の検地帳によると、安中新田

は 47 町 17 歩あり、その内の約半分の 22 町９反４畝

10 歩が、柏原の玉手山にある安福寺の所有となってい

ました。

　植田家が安中新田に入ってきたのは、宝暦 12（1762）年であり、安中新田が開発されてから、

50年後のことです。

　安中新田は、今回の調査で新たに発見された植田家所蔵の正徳元（1711）年に作成された「安

中新田分間絵図」によって、約半分が安福寺の所有で、残りは慈願寺や瓜破、老原などの名が

記載されており、複数の開発主体によって開発された新田の総称であることが判明しました。

　また、絵図には、現在の植田家屋敷の位置に「会所屋敷」と書かれており、植田家が安中新

田の（安福寺寺領の）支配人として居住する以前から、同屋敷は新田と代官との連絡或いは地

八尾安中新田と植田家

1. 大和川付替えと安中新田

２. 安中新田会所と植田家

▲　付替え後の旧大和川の新田
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元民の寄り合いなどが行われていた「会所」とし

て使用されていたことが判りました。

　同新田の支配人として植田家で最初に赴いたの

は、初代植田林蔵であり、林蔵は、大和国田原本

出身の人物で、父は田原本藩主平野権平の内、梶

尾勘兵衛であったことが今回の調査で明らかにな

りました。

　旧植田家住宅は、平成 17年 10 月に江戸時代の

庄屋屋敷として「国登録有形文化財」の申請をし、

平成 18 年３月に同文化財として国の原簿に登載されました。そして、今回の調査で正徳元

（1711）年の「安中新田分間絵図」が発見されたことにより、同住宅が新田会所であったこと

が判明し、平成 18年６月に市の指定文化財となったものです。

　大和川付替えによって開発された新田会所は、中河内地域においても建造物及び敷地ともに

国の重要文化財である東大阪市の「鴻池新田会所」が残るのみであり、また、市域では山本新

田と柏村新田にも会所はありましたが、いずれも建物は現存しておらず、屋敷地としても確定

できない状況にあります。

　しかし、安中新田会所は、植田家が代々新田の支配人を勤めていたことから、建物は幾度か

の改修が行われているものの、会所屋敷地と建物が現存している貴重な文化遺産であることは

いうまでもないことです。

　また、同家所蔵の文政５（1822）年の家相図に描かれている建物の骨格は、現状の正門と

裏門が逆となっていますが、土間部分に会所屋敷当時の姿をとどめていると推測され、今後の

復元整備に係る解体修理によって明らかになっていくことでしょう。

　＊本稿は現地説明会の配付資料（八尾市教育委員会作成）をもとに再編集いたしました。

３. 旧植田家住宅の位置づけ

▲　「安中新田分間絵図」（植田家蔵）

▲ 現在の植田家周辺

▲

植田家調査
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　皆さんおはようございます。ご紹介いただきま

した、森でございます。私自身は実は建築が専門

ではありませんでして、普段の暮らしから日本の

住まいを研究するという民俗建築学という分野で

勉強しています。今日は皆さんに内部をご案内し

ながら、この家でどんな暮らしが行なわれていた

かということを感覚的に体験していただこうと思

います。

　植田家の歴史につきましては、八尾市教育委員

会の方で作っていただいた資料をご覧いただきた

く思います。この植田家の建物は明治あるいは江

戸時代の終わりの可能性もあるのですが、おそら

く明治のごく初めに建てられたものじゃないかと

思います。植田家は、普通の農家あるいは庄屋で

はなくて、会所と言いまして、この地域の寄り合

いの場所であったり、あるいは役人との連絡をす

る場所という、一種の役所的な性格の部分をこの

住まいの中、建物の中にもっています。そういっ

た公的な部分と、一方でこの地域のいわゆる農家

の暮らしというものをしっかりとこの建物の中に

残しています。その違いをぜひ皆さんに感覚的に

つかんでお帰りいただけたら非常にうれしく思い

ます。よろしくお願いします。

　早速ですが、皆さんに、役所としての植田家に

おいでいただいたということで、これからご案内

したいと思います。こちらからどうぞお上がり下

さい。一段低くなっている部分がおそらく受付で

あったり、簡単な事務処理を行うところだったは

ずです（【写真 1】）［Ⓐ落床；※ p.13「植田家見
取図」参照、以下同様］。

　さて、この家は先ほど申し上げましたように、

公的な空間をしっかり作っているんですね。それ

は長屋門から入ってきまして、当時でいいますと

侍身分の客があった場合は、そこの土間ではなく

て、一段高くなった段がありますね、ここから上

がります。これは式台と申しますが、こちらから

比較的身分の高い客が招き入れられます［Ⓑ式

台］。それからここに松竹梅の飾りのある欄間が

ございまして、こういうものでまず丁重に迎えら

れて、次に進むと控えの間、さらに通過して奥の

方に進んでいきます。先ほどの式台から、控えの

間を通ってこの部屋、ここでおそらく事務的な仕

事がなされたんじゃないかと思います。ですから、

ここはどちらかといいますと、ご覧いただいたと

おり、事務所的な、オフィスのような部屋になっ

ております（【写真 2】）［Ⓒ座敷 2］。

　さてその上でさらに重要なお客さんをもてなす

というときにはどのような対応をしたかと申しま

すと、次はこちらまで移動するわけです。どうぞ

一番奥の部屋までお入りください。せっかくです

から、最高の客のもてなしを受けたつもりでお座

りいただけませんか。先ほどの、どちらかといい

旧植田家住宅現地説明会

森　隆男

【写真 1】落床

【写真 2】座敷２
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ますと、殺風景な事務所のオフィスのような部屋

に比べまして、この部屋は全く様相が変わってま

いります。先ほど、この家が公的な空間を非常に

大事にしていることはお話しいたしました。それ

はどういうことかといいますと、いわゆる武家住

宅の様式というものは室町時代に成立するのです

が、武家住宅の一つの考え方として、玄関、出入

り口から出来る限り遠くの、一番奥の部屋を最

高の部屋として整備をするということがあるんで

す。ですから、先ほどご案内した式台から一番奥

のこの部屋まで招き入れるということで、最高

のもてなしをしていることを示しているわけです

（【写真 3】）［Ⓓ座敷 1］。その上でこの部屋をご

覧いただいたらわかると思いますが、金の襖です

ね。違い棚に床の間、それから欄間をご覧くださ

い（【写真 4-1】～【写真 4-3】）。茶臼に茶碗、茶

釜とか、いわゆる数寄って言うんでしょうか、こ

の欄間にはおそらくこの家の当主の考え方や好み

が表われていると思います。先ほど髙橋先生から

ご助言いただいたのですが、もしかしたら大坂欄

間かもわかりません。このように非常に凝った欄

間が作ってあります。ここで、最高のもてなしを

受けることになります。

　この部屋で最高の席はおわかりでしょうか。床

柱を背にした場所が、最高の席ということになっ

ております。おそらくこの家の当主は、客に床柱

を背にして座らせて対応するという形を取ったの

だと思います。このような当主と客の関係が成立

するのは、実はこの部屋だけなんです。他の部屋

で客を迎えたときに、客を奥に座らせることがあ

るんですが、それはちょっと逆なんですね。つま

り出入口に近いほうに客を座らせまして、対応す

るのが正式です。正式な客がここに至って初めて、

当主と客の位置が逆転して、客が床柱を背にして

座るのが、武家社会に起源をもつ作法だと思いま

す。それがこの家ではしっかりと作り上げられて

いるということがわかります。おそらくそこでご

ちそうなどを出しながら、立派な庭を観賞しても

らったのでしょう。以上植田家の一つの特徴とし

【写真 3】座敷 1

【写真 4-1】座敷 1の襖

【写真 4-2】座敷 1の床の間と違い棚

【写真 4-3】座敷 1の欄間
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て、公的な空間というのを非常に大事にし、その

機能をきちっと考えて部屋を配置していたことを

説明いたしました。

　今度は逆にこの家での普段の生活がどのようで

あったのかということを体験していただきたいと

思います。まず、この家の家相図をご覧下さい。

文政 5（1820）年前後の家相図なんですが、大

坂の心斎橋に住んで家相見をしておりました井上

主殿鶴州が作成したものです（【写真 5】）。当時

比較的有名な家相見でした。この人が、この家の

新築および改築にあたって、文政 5年は午年な

んですが、午年に普請に着手すると当主は殺され

ますよ、妻子は滅ぼされますよ、と警告している

のです。それでどうしたらいいかというと、来る

未年、つまり文政 6年の 3月に普請に着手する

よう指示したものでございます。この家相図とい

うものは、「暴れん坊将軍」の番組で皆さんもよ

くご存じの徳川吉宗が、鎖国体制の枠の中で中国

の書物を積極的に輸入するんですね。その流れの

中で中国の風水関係の書物が日本にたくさん入っ

てまいります。それを勉強した人達がいわゆる家

相見という、一つの職業を成立させていくんです。

ちょうど文政 5年というのは、家相見が作った

家相図が出てくる比較的早い段階に当ります。そ

れがここにあるということ、しかも、当時大坂で

有名な家相見が作ったものがこの植田家に残って

いたということで、非常に面白い資料だと思いま

す。それでこの家相図を見ておりますと、皆さん

が入ってこられた長屋門が古くからあるように思

われるのですが、この家の前の建物では逆の位置

にありまして、現在の長屋門側は裏口であったこ

とがわかります。出入口が逆転しているのですね。

家相図というのは、間取りの歴史をさぐる上でも

非常に貴重な史料になります。それがこの家には

数枚残っております。ですからこの家がどのよう

に形を変えてきたかということも、家相図を通じ

て研究することができるわけです。

　そうしましたら、土間の方へ移っていただけま

すでしょうか。土間がこんなふうに広がっている

のですが、中ほどにある格子の建具は結界と申し

【写真 5】文政 5年前後家相図
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まして、土間を表側と裏側にきちっと分ける装置

なんです［Ⓔ結界］。客は基本的にはここより奥

には入りません。接客の場は結界までで完結をし

てしまいます。家族とか、ごく親しい村の人だけ

が、ここから向こう、つまり日常の生活空間に入

ることができます。河内・摂津・大和の農家には

結界と呼ばれる表側と裏側を分ける建具がござい

ました。これがはっきりとこの家にも残っており

ます。植田家が、この土間から奥の部分にきち

んと農家としての役割・機能をもっていたことが、

これから入っていただいたらわかると思いますの

で、どうぞ奥にお入りください（【写真 6】）［Ⓕ

玄関ウチニワ］。

　さて先ほど、結界を越えたいわゆる裏の日常空

間が、摂津・河内・大和の農家として典型的なあ

り方を示しているというお話を致しました。その

一つがこの一段低い板敷きの部屋なんですね。ヒ

ロシキというふうに一般的に呼んでおります。こ

こが家族あるいは使用人が食事をする部屋です。

忙しいときには、上がり框に座って食事をしたん

じゃないかと思います（【写真７】）［Ⓖ勝手ウチ

ニワ］。

　そこには、かまどがございます。これは新しい

かまどですが、家相図などを見ますと、かつては

アーチ型をした五穴のかまどがございました。こ

こでどのような食生活がおこなわれていたのかと

いいますと、茶粥が主食でございます。茶粥とい

いますと奈良の茶粥が有名ですが、河内も摂津も

やっぱり農家では、主食は茶粥です。冷たいご飯

ができたりしますと、その上に茶粥をかけて食べ

るということもあったみたいですね。そして副食

は、たくあんを漬けたコウコ、漬物ですね。それ

からドブヅケという言葉は地元の方はたぶんお聞

きになったことがあると思いますが、ナスとキュ

ウリを糠に漬けたものです。このドブヅケが副食

です。それからおかずを作る場合は大根が材料の

中心になります。大根の煮物、大根の汁、大根の

漬物と、大根をたくさん使っていたということが

報告書に出てまいります。

　私たちには現在いろんな所から食材がやってま

いりますけど、植田家も含めてこの河内ではおそ

らく、近くでほとんどの食材が手に入ったんです

ね。例えば、お米はもちろん、野菜は畑でサト

イモとかいろんな野菜が手に入ります。それから、

動物性のタンパクも、川とか池でフナとかモロコ、

カワエビ、タニシにシジミ、こんなものが食材と

して使われております。果物も、イチジクとか葡

萄とか柿とか、結構豊富な果物がこの屋敷のまわ

りで作られております。僕はちょっと記憶がある

んですけどね、タニシなんかは非常に貴重なおか

ずになったんですね。タニシの味噌和えなんてい

うのは秋祭りには必ず作ったみたいです。田植え

の後、半夏生という夏至の日から 11日目の日に

は、この地域では必ずタコの酢の物を食べたとい

うことが記録に出てまいります。タコは吸盤でピ

タッとくっつきますが、苗が田にしっかりと根付

くという、一つの俗信でもあったみたいです。そ

ういう調理で重要な役割を果たしていたのが、そ

このかまどということになります。

　もう一つ皆さんにこの家の特色として私が是非

挙げたいのは、いろんな神さまがたくさん祀られ

ているということです。先日１日かけて、どんな

神さまがどこから呼んで来られているかというこ

とを一つ一つ調べました。例えば、この一段高く

なった８畳の部屋、ここではダイドコ［Ⓗ］と呼

【写真 6】玄関側ウチニワ

【写真 7】勝手側ウチニワ
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んでおりますが、２つ神棚がございます（【写真

8-1】）。正面にありますのがお伊勢さん、それか

ら春日さんとか多賀さんとかというこの辺の有名

な神社から、そして大峰山からも呼んで来ていま

すね。それから後は滋賀県の竹生島からも呼ばれ

ております。どちらかと言いますと、大峰山とか

吉野のあたりの神さま仏さまがたくさん祀られて

いるんです。常覚寺という吉野町のお寺の名前も

出てまいります。それでなぜだろうかと思ってい

たのですが、ここでは 13歳になると男性は「山

上参り」といいまして、大峰山参りをするんです。

ですから八尾を含む河内という地域では、吉野の

大峰山あたりとの行き来が結構盛んにおこなわれ

ていたようです。そういう関係で、奈良の吉野方

面の神々がたくさん祀られているんじゃないかと

今推測をしているところです。

　それから中心となる神棚の右手に、ガラス戸

のちょっと小さな神棚がございます（【写真 9】）。

あれはいわゆる縁起棚と呼ばれるもので、大黒さ

んや恵比寿さんが祀られております。他にはこの

家では水天宮を祀っています。九州の久留米市と

東京に本社がある神さまですが、どちらかから勧

請したものでしょう。水天宮は河内では安産の神

としてお祀りされておりました。その神がダイド

コに祀られております。それからあそこにはあび

こ観音のお札が貼ってあります。これはご飯を食

べる場所ですね。それから時間があったら是非覗

いてほしいのですが、裏の出入口の横［Ⓘ］に小

さな祠がずらっと並んでいます（【写真 10】）。神

さまの名前を調べますと、「正一位床下大明神」

とかあるいは山の神とかに出てくるんです。正一

位なんとか大明神というのは、お稲荷さんの一種

だと思うのですが、そういう神々がずらっと並ん

でおりまして、裏口を守る役割があったんじゃな

いかを思います。日常の暮らしの場を守る裏口の

神さまがこの神棚です。

　表側でたくさんの神さまが祀られているのがこ

こ、玄関の入口［Ⓙ］なんです。信貴山とかお

寺を中心とした札が玄関の内側に祀ってあります

（【写真 11】）。案外見落とされるのですが、ここ

には意外と本音の神さまが祀られるんです。例え

ば、関西で言いますと、紙に「十二月十二日」と

書いて逆に貼り付けてある家があります。あれは

嘘か本当かわかりませんが、石川五右衛門が釜茹

でになったのが 12 月 12 日だった、この日付を

書いて逆に貼っておくと泥棒除けになるというこ

【写真 8-1】ダイドコの神棚 【写真 9】ダイドコの縁起棚

【写真 8-2】ダイドコの神棚調査の様子 【写真 10】裏出入口横の小祠
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とで、家の玄関の内側に本音というのでしょうか、

そういう神さまが、あるいは仏さまのお札が貼ら

れます。この家もそういうお札を貼っております。

　どうぞ表側におまわりください。この入口の上

のところ［Ⓚ］に箱がありますが、この中にいろ

いろな神社やお寺などからのお札が数十枚入って

おります（【写真 12】）。これはまさにこの家に悪

いものが入ってこないようにということを期待し

て、祀られている神なんですね。ですから長屋門

ではなく、母屋の玄関の裏表、あるいは裏口にも

集中していろいろなお札が祀られています。これ

は植田家がこの家で暮らす家族を守るということ

に非常に関心があった一つのあらわれであります。

それから向こうの奥の方に屋敷神が祀られている

んです。この家ではお稲荷さんが祀られておりま

す（【写真 13】）［Ⓛ］。おそらく江戸時代の終わ

りから明治の始めにかけて伏見から勧請したと思

われます。それからお稲荷さんのほかに、いろい

ろな神々が合わせて祀られておりますが、この母

屋の妻側のちょっと高いところ［Ⓜ］に、焼き物

で作った 30cm くらいの鍾馗像が取り付けてあ

ります（【写真 14】）。京都などにお住まいの方は、

鍾馗の焼き物が家のちょっと高いところにくっつ

けてあるのをご覧になったことがあると思います

が、鍾馗というのは、中国の唐の玄宗皇帝の夢の

中に出てくる、いわゆる魔除けの神さまです。そ

【写真 11-1】玄関内側のお札

【写真 12】玄関上お札が入った箱

【写真 14】鍾馗像

【写真 13】神舎内の様子

【写真 11-2】玄関内側の調査の様子
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れが日本に入ってきまして、町に住む町屋の人た

ちを中心に信仰が広がってまいります。こんなふ

うにこの家には必要なあるべきところに、神さま

あるいは仏さまが祀られているということから、

家族の精神的な守りを大変に大事にした、そうい

う家だったことがわかります。

　先ほどちょっと申し上げたのですが、この家

は今年の 6月に市の指定文化財になっています。

主な理由は、会所という公的な機能をもった建物

が、敷地とともに残っているということに価値を

認められたからでした。さらにそれに加えて、土

間を中心にした、この家で暮らした人たちの昔の

暮らしを感覚的に理解できる、そういう家がこの

植田家ではないかと思うんです。幸いこの家は、

別の場所に台所を新しく作られましたから、かま

どを含めた土間の部分が古い姿のまま残ったんで

すね。そういうこともありまして、日常的な暮ら

しの場、そして会所という公的な場、そういうも

のがこの植田家の中にきちっと空間的に区別をさ

れてうまく残ってきた、その意味で本当に面白い

貴重な文化遺産じゃないかと思います。この建物

が八尾の地でずっと皆さんの手によって守られて

いくことをお祈りしたいと思います。ありがとう

ございました。

【図】植田家見取図（部分）（平谷建築事務所提供）

森　隆男（もり　たかお）
　関西大学文学部教授。生活文化遺産研究プロジェク
ト研究員。専門は文化人類学（民俗学・民族学を含む）
および民俗建築学。特に民俗建築には造詣が深く、人
びとの生活のありようから日本の住まいの研究を進め
ている。　
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植田家に伝わった河内木綿

　
　皆さんこんにちは。ただいま過分なご紹介をい
ただきました、八尾市立歴史民俗資料館の李熙連

伊と申します。私は大学時代、この後ご講演され

ます藪田先生に教わり、本当に素晴らしいご縁が

ずっと続いておりまして、今日こういった形で先

生と同じ席でご報告させていただけることを大変

うれしく思いつつ、緊張もしております。随分昔

に卒論で先生の前で報告して以来なのですごく緊

張しているのですが、前座を盛り下げることのな

いように頑張って務めたいと思いますので、どう

ぞ会場の皆さんも盛り上げてくださいますように

お願い申し上げます。

　私は大学時代藪田先生のもとで近世史を学び、

卒業以来ずっと千塚にございます八尾市立歴史民

俗資料館に勤務しております。資料館は開館して

もう 19年になります。資料館のほうでは皆さん

もよく御存知のとおり、毎年綿を栽培しておりま

す。私は収穫した綿を使って、綿繰りや糸紡ぎな

ど、綿を利用した普及活動を主にやっております。

そして去年出前授業として、この近くでしたら永

畑幼稚園の年長さんたちに綿繰りと糸紡ぎを教え

に行ったりしております。普段資料館では、河内

木綿をはじめ木綿資料全般を専門に担当しており

ます。そこで今日は、安中の龍華地区の皆さんに、

ぜひこの地区に伝わった大変素晴らしい貴重な木

綿資料を間近に見ていただこうと思いまして、こ

のように並べられるだけの資料を持ってまいりま

した。午前中の植田家の現地報告会を聴かれた

方がほとんどだと思うのですが、数年後に資料館

のような建物ができましたときには、このような

形で皆さんに見ていただくことは、恐らくできな

いと思います。展示ケースのガラス越しといった

形でご覧いただくことになると思いますので、今

日のように直に見れるチャンスは最初で最後だと

言っていいと思います。ですので、できるだけこ

の地区に住んでおられる皆さんに見ていただい

て、「あ、これ知ってるで」とか「こんなんうち

でも使ってた」などいろいろと教えていただきた

いと思っておりますので、よろしくお願いします。

　さて、植田家は旧安中新田の新田会所の支配人

をしていたお宅だというご報告が午前中もあった

かと思うのですが、植田家にはたくさんの資料が

残っております。現在までまだ５回ぐらいしか調

査に入っておりませんので、今日皆さんにお話し

できることは、延べ日数５日間くらいの成果でし

かないんです。しかし木綿資料を見た感じでは、

安中の新田会所としての公的な資料というより

は、むしろ裕福なお宅に伝わった一般の木綿資料

といったような印象があります。ですので、安中

新田会所だからというのではなく、この地域の、

広く言えば河内の裕福なお宅に伝わっている河内

木綿ということで、見ていただけたらいいと思い

ます。

　まず会場の真ん中にございますのが、節句幟で

す。皆さん、幟といいますと５月の鯉のぼり、吹

流しがあって、鯉が泳いでいる姿を想像されるか

と思います。あの鯉のぼりというのは実は新しく

て、江戸時代の節句幟はこういう縦長の絵幟なん

です。こちらのお宅には、３本節句幟がありまし

た。

　１本目の節句幟から説明したいと思います（【写

真 1】(1) ～ (6)）。節句幟の一般的な部分名称か

ら申しますと、上の方に黒い２本の線があります

が、これを「二引き」と申しまして、上の太いほ

うがお父さん、下の細いほうがお母さんを表して

いるそうです。次に家紋が２つございますが、上

のほうの家紋はそこのお家の家紋です。植田さん

のところは丸に卍紋ですので、植田家に伝わった

丸に卍紋が描かれています。それで下のほうの家

紋は贈り主のお家の家紋だそうです。ですから、

例えばお母さんの里方だったらそちらの紋になり

ますでしょうし、親戚に子供さんができたからと

李　熙連伊
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いって作ってくださったら、作ってくださった方

の家の紋になります。それと、あと周辺にびらび

らとなっているのは、「乳
ち

」といいます。このちょっ

と出っ張っているところから「乳
ち

」というのだそ

うです。

　それでいよいよ本体といいますか、絵の部分に

ついて説明いたします。ここは子供に健やかに力

強く賢く育って欲しいという、親の思いを託して

描いた部分だそうです。皆さんはこの絵は何の

絵だと思われますか？馬に乗った老人、橋、男

性、川に流れている靴が描かれています。節句幟

にどのような画題が描いてあるのかを見つけるの

はすごく難しく、いろいろな方にお願いして教え

ていただきました。現在京都府立山城郷土資料館

におられます学芸員の伊藤太さんが、こういった

幟の事例をたくさん見ていらっしゃって詳しいん

です。その方や、大阪歴史博物館に大坂画壇、大

【写真 1】（1）黄石公

【写真 1】（2）張良

【写真 1】（3）家紋（左）植田家（右）贈り主

【写真 1】(4)

「森周仙」署名

【写真 1】(1) ～ (4)

　黄石公が『三略』を張良に授ける図

　（幅 61.5cm×長さ 757.5cm；部分）
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坂で活躍した絵師たちのことを専門に研究してお

られる岩佐伸一さんとおっしゃる学芸員がいらっ

しゃいます。こういった方々にお聞きましたとこ

ろ、やっとわかりました。これは実は中国のお話

でして、画題は「黄石公が『三略』を張良に授け

る図」といいます。この老人は黄石公といいます。

この老人が手に持っているこの巻物が『三略』と

いって、上中下巻と３本ある兵法書です。戦の仕

方などの秘伝を書いてあります。この『三略』と

いうものをこの男性、すなわち張良に授けている

ところの図だそうです。これにはいろいろ逸話が

ございまして、この張良が散歩していたら、ある

とき橋の上で老人に出会うんだそうです。その老

人が自分の靴をわざとポーンと川の中に投げて、

「おい、そこの君、取ってくれ」みたいなことを言っ

て、通りかかった張良が取ってあげるんですね。

そしたら今度は「わしの足に履かせてくれ」と老

人が言って、張良はご老人は大事にしなければと

いう思いで渋々履かせて差し上げるそうです。そ

れでこの老人が張良に「今度もう１度この橋の上

で会おう」という約束をします。しかし張良は、

２度約束の時間に遅刻してきたそうです。このこ

とに対して、この老人、すなわち黄石公は怒って、

「３度目は間に合わなかったらあかんぞ」と言う

ので、張良は前の晩から来て待っていたそうです。

それで何度でも靴を拾って履かせてあげるという

張良の忍耐強さが認められて、黄石公に、「『三略』

という兵法書を授けてあげよう」と言ってもらっ

たときの図だそうです。このお話は、中国の史記

が画題のベースになっております。

　ここに森周仙筆というサインが入っているので

すが、この名前から何かわからないかなぁと思

い、岩佐さんにおたずねしたところいろいろと調

べて下さいました。その結果、江戸時代にものす

ごく人気のあった森派という大坂画壇の一派があ

るんですが、その森派の中に周仙という名前は見

当たらなかったそうです。絵自体はどちらかとい

うと狩野派の画風なんだそうです。しかも狩野派

といいましても、奥絵師、つまり大名屋敷などの

屏風とかふすま絵を描くような狩野派ではなく、

町狩野と申しまして、庶民が好む題材を著名な画

家さん風にまねて描く町絵師、この場合狩野派の

タッチをまねた町絵師が描いたのではないかと岩

佐さんはおっしゃっていました。名前が「森」で

あるのは、おそらく大坂では森派のほうがネーム

バリューがあって、「森何某」というふうにして

おいたほうがいいと考えたのではないかというの

が、今のところの結論なんです。ただわからない

ことがたくさんありますのでこれからもまた調べ

まして、わかりましたら皆さんにご報告させてい

ただきたいと思います。

　２本目の幟は、すごく幅が広くて長さも長いん

です（【写真 2】(1) ～ (6)）。皆さん、これは何が

描かれているのかおわかりになると思いますよ。

複数の頭を持つ龍のような生き物が美味しそう

に、クピクピクピと何か飲んでいます。日本の古

いお話のなかに、龍のような生き物を酒に酔わせ

て何とかかんとかというのは、ヤマタノオロチで

すよね。ですからこの人はヤマタノオロチを退治

したスサノオです。娘さんが夜な夜な食べられて

困っているところにヒーロー登場ということにな

るんですね。このヤマタノオロチというのは８つ

の頭があるというよりは、巨大な霊力を持つとい

う意味だそうです。それでこの幟も先ほどの幟と

同じで、上の「二引き」の太いほうがお父さん、

【写真 2】(1) スサノオとヤマタノオロチ
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細いほうがお母さん、そして、下の家紋が若干不

思議なんですが、植田さんのところの丸に卍紋で

はなく、丸に剣片喰紋なんです。贈り主は丸に木

瓜紋、どういう由来で伝わったのかはちょっとわ

かりません。それから「乳
ち

」と、左下隅に三角形

の赤い部分があります。これは「振り止め」とい

います。幟を立てますとパタパタとはためきまし

て、絵がきれいに見えないので、この下に「さる

ぼぼ様」といって、中に綿が入っているお猿さん

の人形や、三角形の綿入れを３つくらい重ねて吊

り下げ、パタパタとはためかないようにするとこ

ろです。これはしっかり「振り止め」が残ってい

ますね。こういった赤色を使うのはやはり疱瘡除

けのためでしょうか。赤色は民俗学的に魔除けな

どの意味があります。昔、子供さんのお風呂上り

に使っていた湯上り、今で言うバスタオルは、コー

ナーが赤かったりします。

　この幟は赤や黄や群青など顔料がすごく鮮やか

なんです。すごく大きいですしね。これが本当に

かかっていたら、さぞや、「おおーっ」という感

じだったんでしょうが、皆さんの中でこれがか

かっていたのを覚えておられる方はいらっしゃい

ませんか。さすがにそこまではいらっしゃらない

でしょうか。

　さてこの幟の筆者のサインですが、「重信」と

書かれております。この「重信」というのは下の

名前だけですよね。江戸で大変有名な柳川重信と

いう絵師さんがいらっしゃって、その人を筆頭に

「…重信」というのは絵描きさんの中でたくさん

ある名前だそうです。重信と名乗る著名な絵師が

多いということなんですね。

　画風に関していうと、これもやっぱり狩野派を

意識した人が描いていて、しかも厳格な狩野派で

はなくて、庶民的にデフォルメして描いていると

いうのが、伊藤さんや岩佐さんの感想でした。

　それでは３本目は何のお話でしょうか（【写真

3】(1) ～ (4)）。２本目をご覧になって３本目をご

覧になると、顔料が落ち着いている感じがしませ

んか。ですので２本目の幟よりは、こちらの幟の

ほうが時代は古いのではないかと考えています。

　こちらの幟も２本目と同じように「重信」と書

かれています。しかし重信の下の落款が２本目の

印とまた違うんです。この印を手がかりに調べて

みたのですが、いま一つよくわからなくて、今日

に間に合いませんでした。

　次に家紋ですが、丸に卍紋ですね。まぎれもな

く植田さんのところに贈られたものです。そして

【写真 2】(2) ヤマタノオロチ　　※囲み部分は振り止め

【写真 2】(3) 二引き 【写真 2】(4) 家紋（丸に剣片喰）

【写真 2】(5) 家紋（丸に木瓜）【写真 2】(6)「重信」署名

【写真 2】(1) ～ (6)

「スサノオがヤマタノオロチを退治する図」

（幅 96.0 ㎝×長さ 945.0 ㎝；部分）
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贈り主の紋が丸に違い鷹の羽紋です。コーナーに

は赤い振り止めがついております。この幟に描

かれている人物も見るからに日本の人じゃないで

すよね。すごい鉄剣を振りかざしてごつい鎧を着

ていますが、この画題は三国志からです。三国志

について私は詳しくないので簡単に済ませたいと

思うのですが、この人が抱いている赤ちゃんがポ

イントになるんです。この赤ちゃんがのちのち誰

になるかというと、蜀の国の第二代目の皇帝にな

る人です。幼名は阿斗といいます。この赤ちゃん

が武将に助けられているシーンが描かれていまし

て、この武将は趙雲です。この趙雲は三国志ファ

ンの中で最も人気のある、最強のスーパーヒー

ローといわれている人物だそうです。この阿斗の

お父さんが劉備という蜀の国の初代皇帝なんで

す。劉備が魏の曹操に攻められたときに、何を思っ

たか阿斗ちゃんを置き去りにしてしまうんです。

この置き去りにされた阿斗ちゃんをスーパーヒー

ローの趙雲が救い出すという大変勇ましいお話を

描いております。最後に上の二引きのところに鶴

が描かれています。面白いですね。とても手が込

んでいます。

　このように幟には三国志に題材をとっているも

のが数多く見られます。三国志は実際の三国の正

しい歴史のお話ですが、それに対しまして『三国

志演義』というのもあります。これは実際の三国

志には登場しない、いろいろなスーパーヒーロー

を書き足して、もうそれは壮大なストーリーで、

江戸時代の日本の人々もとても夢中になったそう

です。読み本から刷り物まで爆発的に広がるそう

です。後ほどご講演されます藪田先生のお話のな

かでも、もしかしたらそういったところに触れて

いただけるかもしれませんが、江戸時代の日本の

庶民が、簡単な本とか刷り物などで、三国志のお

話を見聞きして知り、自分の町にいる町絵師さん

に、子供のために節句幟を作ってくれるようお願

いして、作られた幟だと思います。ですから江戸

時代の人は本当に教養があったんだなあと思いま

した。

　植田家で調査をしていて、３本の幟の中で私が

わかったのは、ヤマタノオロチだけでした。どう

やら中国の人物のようなので、三国志か何かかと

【写真 3】(1) 趙雲と阿斗

【写真 3】(2) 家紋　（左）植田家（右）贈り主

【写真 3】(3)

二引きの鶴

【写真 3】(1) ～（3）「趙雲が阿斗を助ける図」

（幅 93.5cm×長さ 932.0cm；部分）
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思ったのですが、三国志のどの部分にあたるの

かまでは、全然見当がつきませんでした。それで

先ほど申し上げたお２人の学芸員に助けられ、何

とかこうしてご報告することができました。当時

の人たちは基本的な教養といいますか、そういう

素地があって今日ご紹介したような幟を描いても

らったということと、そういった庶民のニーズに

応えて描いてくれるような町絵師が町にいたとい

うことです。もちろんこういった幟を頼むことは、

やはり大変お金の要ることですので、裕福なお宅

だからこそ現在まで伝わったということは間違い

ありません。

　さてこれらの幟以外にも河内で節句幟があった

いくつかの事例をお話しさせていただきます。現

在私が調査で確認しておりますのは、資料館に

３本と、この植田さんのところの３本、あともう

１本、久宝寺のほうに個人のお宅で持っておられ

る節句幟があります。この幟には千成瓢箪が描か

れていて豊臣秀吉であることは間違いないのです

が、他に何人かの武将が描かれているのです。そ

れが誰か特定できていませんで、真田幸村か、加

藤清正なのか、大阪城天守閣の学芸員の宮本裕次

さんにお聞きしましたら、真田幸村か加藤清正、

片桐勝元といったところだそうです。あとは、お

隣の東大阪市のほうに２点ほど節句幟があること

が確認されています。やはりこれだけ大きな物で

すので、うちの資料館やこちらにできる資料館で

展示するとなるとどう展示しようかなぁって思い

ますよね。全部見ていただいてこその節句幟です。

お父さんやお母さんの子供に対する想いが幟に詰

まっています。どこか折り曲げてとか、端折って

とかすると、とてももったいないと思いますので、

ほかの博物館でもなかなか展示する機会がないん

だと思います。

　次は江戸時代の河内に節句幟があったことにつ

いてお話しさせていただきます。資料的なお話に

なるのですが、『河内名所図会』から「八
やおのいち

尾市」

の様子をとりました（【図版 1】）。ご本尊がお地

蔵さんで有名な常光寺の地蔵会の縁日の賑わいの

様子を描いています。この絵の中に実は節句幟が

描かれています。縦ではなく横にして、大胆に使っ

ています。地蔵さんの縁日には門前にいろいろな

お店が並ぶのですが、この雑貨商の庇の代わりに

使っているのは、これは幟ですね。「こんな使い

【図版 1】八尾市の様子 (『河内名所図会』巻四所収　関西大学図書館蔵 )
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方もすんねんなぁ、面白いなぁ」と思いました。

　それであともう１点は『八尾市史』資料編に収

められております「萱村家文書」の中の、天保７

（1836）年申年 11月に出された「当申凶作米穀

高値ニ付倹約仕方帳」に書かれている一節なので

すが、「一、五月五日　幟始祝儀取遣不致、并町

内懇意たり共相招候義無用」とあります。要する

に、幟始で幟を作ったり、ご近所みんな呼んでわ

いわいドンチャン騒ぎをしてはいけませんという

ようなことを言っているのです。ということは、

逆に考えれば、この時期はこのように取り締まら

なければならないほど、こういった幟が盛んに作

られていて、おじいちゃん、おばあちゃん、叔父

さん、伯母さんなどが幟を贈ったりしていたんだ

ということが読み取れるかと思います。ですから、

本来は、このような節句幟が残っていていいはず

なのですが、現在のところ、先ほど申し上げたよ

うに、ほんの数点しか確認しておりません。

　次に植田家の生活がうかがえるような木綿のお

話をしたいと思います。これは何かおわかりにな

りますか。油単ですね。大きい荷物にかけるカ

バーです。丸に卍紋も描かれています（【写真4】）。

この小さいものも油単です。ここに穴があいてお

りますのは、天秤棒を通して担いでいたからです

（【写真 5】）。皆さん納得していただけて嬉しいで

すね。やりがいがあります。若い人は油単を知り

ません。今日、なにわ・大阪文化遺産学研究セン

ターの皆さんが一緒に展示しながら「油単初めて

見ました」などと言っていました。油単というの

はもともと一重の布とか紙などに油を引いて埃や

水気をはじくようにしたところから、油単と呼ば

れるようになりました。調度品などにかけて用い

ます。後々このように家紋や文様を入れるように

なります。植田さんのところには他にもあと何点

か油単が伝わっております。大きいのは１点だけ

で、小さいタイプのものはあと４，５点ありまし

たので、多分セットにして使っておられたんだと

思います。この小さいタイプの油単は、後ろの中

央で紐で結ぶようになっています。大きい油単は

ガバーッと荷物にかけて両サイドについている紐

で軽く結ぶという形になります。皆さんお気づき

でしょうか。小さい油単に描かれた卍と大きい油

単に描かれた卍が逆なんです。これは表紋と裏紋

という使い分けなのかどうなのか現在のところわ

からないんです。それからもう１つ、この染物屋

さん、おっちょこちょいなのかどうかわからない

のですが、見てください。「上田」と書かれてい

るんです。名前が間違って納められているんです

よ。これ代金払われたんでしょうかね。許された

んでしょうか。河内の人やから、「うん、かまへ

んかまへん、もう読めたら一緒やあ」って言いはっ

たんか、えらいお怒りになったんか、それはわか

りません。確かに植田さんのところは「植田」な

んです。ほかに風呂敷とかにも出てくるのも全部、

「植田」なんですけれども、なぜかこれだけ「上田」

になっているんです。

　この風呂敷は１幅で展示しておりますが、実際

の大きさはこれを２枚縫い合わせたものです（【写

真 6】）。このような形になります。対角線上に、

丸に卍紋の家紋が入って、「植田」と書いてござ

います。これは２幅ですね。こちらにかけている

のが３幅です（【写真 7】）。そしてこれが４幅で

【写真 4】家紋名入型染油単 ( 大 )
（幅 208.8cm×長さ 220.5cm）

【写真 5】家紋入型染油単（小）
（高さ 32.7cm×幅 63.5 ㎝×奥行 38.5 ㎝）
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【写真 6】家紋名入型染風呂敷（２幅）
（幅 64.5 ㎝×長さ 75.5cm）

【写真 7】家紋名入型染風呂敷（3幅）
（幅 100.1 ㎝×長さ 106.4cm）

【写真 8】家紋名入型染風呂敷（4幅）
（幅 126.0cm×長さ 144.5cm）

【写真９】菊花七宝繋ぎ文型染布団地
（幅 130.5cm×長さ 162.7cm）

【写真 10】陰陽菊花唐草文型染布団地
（幅 94.3cm×長さ 156.5cm）
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す（【写真 8】）。【写真 8】は安中新田と書いてい

ますので、おそらく別のときにあつらえられたの

だと思います。私がこれらの風呂敷をなぜ並べた

かと申しますと、婚礼用の風呂敷のセットとし

て、４幅、３幅、２幅で作るのが一揃え。そこま

で大仰にしない場合は、３幅、２幅で作るそうで

す。ですから今回はこういった家紋入りの風呂敷

を各々１点ずつしか持ってきておりませんが、あ

と数点それぞれセットになるであろうと思われる

ものがありました。

　それで今度はこちらなんですが、１幅にして

いますけれども型染めの布団地です（【写真 9】）。

それでは髙橋先生が大好きな菊花七宝繋ぎを広

げてみたいと思います。１幅で展示していても

「あぁ、綺麗ねぇ」と思われるかと思うんですが、

４幅になりますとさらに豪華な感じがしますよ

ね。これは多分婚礼のために調えられたものだと

思います。と申しますのは、これは型染めという

技法で、元々白い木綿の布の上に型紙を置いて、

糊を置き、その型紙を順繰りにずっと送っていっ

て、どこで型紙を継いだかわからないように上手

に糊置きをし、染めるときも糊がブチュブチュと

お互いつかないように上手に染めて４幅に縫った

ものです。大変手間がかかっております。ですか

らこういった婚礼用のお布団地には、菊花七宝繋

ぎですとか、菊花唐草がよく描かれます。あそこ

の横にありますけれども、菊のお花と唐草です。

菊も向かって左側が陰、右側が陽になっています。

陰陽菊花唐草と申します。菊は中国で大変めでた

いお花だとされています。この菊と菊のあいだを

埋めるように伸びている唐草は、「伸びる」とい

うところから永遠とか繁栄を表しています。です

から必ず菊と抱き合わせのように、唐草が入って

いるんですね。また資料館で展示資料を見ていた

だいたらおわかりいただけると思うのですが、菊

と唐草あるいは牡丹と唐草の組み合わせだったり

します（【写真 10】）。

　ここまで、河内の裕福なお宅に伝わった木綿資

料ということでご説明してきました。私は、植田

さんのところには、今日お話しした４幅の布団地

がたくさん残っているのかなぁと思っていたので

すが、ちゃんと布団地として残っているのはこの

２点とあと数点ある程度で、大量にドカッと残っ

ているというわけではありませんでした。このよ

うにお布団地のままで残されているものもありま

すが、おそらくバラバラにほどいていろいろなも

のに作り直して使っておられたんだと思います。

やはりそれだけ昔は布が大事なものだったという

ことがよくわかりますね。

　最後に消防法被と消防羽幟をまとめてご説明さ

せていただきたいと思います。明治 11（1878）

年に消防規則というのが制定されます（【史料

1】）。その中に「消防人足ハ一組四十名トス」と

あって、それぞれの役割分担や人数が書いてある

のですが、その中で「小頭二名」とあります。植

田家に残されている木綿資料を見てみると、緑色

の羽織の背中のところに「小頭」と書いてあるん

ですね。小頭の羽織です（【写真 11】）。これは多

分ヒラの消防士さんと色を区別して、現場でわか

りやすくするためだと思います。指揮をとる人間

がどこにいるのかわからなかったらいけないの

で、色を変えているのです。これは藍染めしたあ

とに上から黄色をかけています。そうすると緑色

になります。絵の具と一緒ですよね。青色と黄色

が混ざってこの緑色になります。羽織に書かれて

いる小頭というのは、おそらく「消防規則」の中

の「小頭二名」の小頭を指すものだと思います。

【史料 1】
消防規則

　（明治 11（1878）年 2月 23日制定・3月 20日施行）

　（前略）

第四条　消防人足ハ一組四十名トス

　　　　内

　　　　火掛　三十二名　訳ケ

　　　　ポンプ組　八名

第五条　消防器械左ノ如シ

　　　　纏一本　　　　　　梯子　一挺　

　　　　高張一張　　　　　標旗　一流　

　　　　鎖鍵付麻綱一本　　鳶口　七本　

　　　　刺扠二挺　 　　　     手提灯三張

　　　　櫌二挺　　　　　　大鋸一挺

　　　　斧二挺

　　　　ポンプ一挺　

　　　　　但、ポンプ無之小区ハ龍吐水二挺トス

　　　　水汲ミ桶十個

　　　　　但、張笊ヲ以テ最良トス　（以下略）　

（山中永之佑編『堺県法令集 3』  羽曳野市　1994 年  所収）

頭取一名　人足廿九名
小頭二名

頭取
小頭
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　それで【写真 12】の幟ですが、「渋川郡安中新田」

と書いています。この幟は何に使った幟なのかよ

くわからないのですが、これら消防法被などの一

群の中から出てきているので、何か消防関係のも

のではないかと考えています。「消防規則」を見

たところ、消防器械、つまり機材として、梯子や

纏などいろいろ書いていますが、その中に旗が出

てきます。これは消火のときにバッと旗を掲げて

いって、安中新田から応援に来ましたみたいな感

じで立てたのかも知れませんが、よくわかりませ

ん。

　他に「鳶口七本」と書いて

いますよね。鳶口を備えなけ

ればならないといっているの

ですが、これもちゃんと残っ

ているのです（【写真 13】）。こ

の部分が鳶のくちばしの形に

似ているところから鳶口とい

うらしいのですが、これを建

物に引っ掛けて壊していきま

す。これが鳶口７本のうちの

１本なんだろうかと思いなが

ら、これもまだよくわかって

おりません。

　それでヒラの人の消防法被は、こちらですよね

（【写真 14】）。背の部分に丸に「消」と書いてま

す。表には「安中」と書いています。この消防法

被は資料館がある千塚にも伝わっています。あと

萱振のほうにも消防法被があるのが確認できてい

ます。このヒラの消防法被と先ほどの小頭の消防

法被、同じように裾に２本線が入っていますよね。

これは消火に必要な水を表わしています。これと

同じものがもう１点伝わっています。

　最後に、今日の皆さんはいろいろとよくご存知

なので助けていただきたいと思うのですが、１

点どうしてもわからないものがあります（【写真

15】）。これは何だと思われますか。どうやら文

字をデザイン化した紋のようなのですが、皆さん

は何とお読みになりますか。これを消防法被な

どの仲間に入れていいのかどうか迷っているので

【写真 11】(1) 消防羽織（小頭）（前身ごろ）

【写真 11】(2) 消防羽織（小頭）（後身ごろ）

【写真 12】「渋川郡安中新田」の幟

【写真 13】鳶口
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す。ただ共通点はこの裾模様の波が、幟の波とお

揃いではないかとも思うんです。でも波しぶきは、

幟の裾に書くことが多いのかなあとも思います

し、現に今日入り口のほうにはためいていた関西

大学なにわ・大阪文化遺産学研究センターの幟を

ご覧になられましたか。あれも波しぶきなんです

ね。それで「なんで波しぶきが描かれたのかちょっ

とセンターで研究してよ」って、さっきテーマを

投げかけておきましたので、きっと彼らは答えを

くれるものだと信じて待っております。そういう

ことでこれはちょっと不明なんです。おそらくこ

ちらはどちらかというと、婚礼用の布団地や家紋

入りの風呂敷、油単といったプライベートな場面

で使われたものに対して、もっとオフィシャルな

場面、お仕事に着たユニフォーム的なものなので

はないかという感じがしています。安中新田会所

でのお仕事か何かで使われたものではないでしょ

うか。消防法被などが伝わっているのは、多分植

田さんのところが、この安中新田の中心として集

まるようなところであったためだと思うのです

が、これがよくわからないんですね。ですので皆

さん、よく目に焼き付けて帰っていただいて、「あ

の字ちゃうん！？」とか何かお気付きになられま

したら是非資料館までご一報ください。

　最初に申しましたように、まだ本当に第１次調

査的なものです。どういったものがあるのか、全

部１点１点に番号を付けまして、写真撮影し、寸

法を測ってといった作業をしている中で出て来た

成果をご報告させていただきました。まだまだ未

完成な報告で申し訳ないのですが、いろいろな方

に助けていただきながら、また今回ヒントをたく

さんいただきましたので、この木綿たちが一体ど

ういうふうに伝わったのか、どういう役割を今ま

で担ってきたのかというようなことを、私が少し

でも解明して、会場の皆さんに、八尾の皆さんに、

河内の皆さんに、還元できるようになればいいな

と思っております。

【写真 14】（1）消防法被（ヒラの人が着た分）（前身ごろ）

【写真 14】（2）消防法被（ヒラの人が着た分）（後身ごろ）

【写真 15】（1）文字紋入型染法被（前身ごろ）

【写真 15】(2) 文字紋入型染法被（後身ごろ）

李　熙連伊（い　ひよんい）
　八尾市立歴史民俗資料館学芸員。河内木綿をはじめと
する木綿資料全般を対象に研究を進めている。また、資
料館で綿を栽培したり、資料館が開催する綿繰りや糸紡
ぎなどの体験学習会を通じて、河内木綿の普及にも尽力
している。　



植田家の人々と学芸

25

植田家の人々と学芸

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
はじめに
　本日、一緒に講演します李熙連伊さんは、以前

勤めていた大学の教え子です。それがこのように

一緒のところで話すというのは、教師としては冥

利につきるようなところがあります。以前、しば

らくの間、八尾の西山本に住んでおり、彼女の職

場が近かったもんですから、私共の息子２人とよ

く歴史民俗資料館に遊びに行きました。彼らは熙

連伊さんと、姓を呼ばないで名前ばかり呼んでい

ましたので、私も普段から熙連伊、熙連伊と、呼

び捨てにさせていただいております。そういう間

柄が持てるのは個人的には大変幸せなことだと思

うんですが、彼女と二人並んで喋れるということ

で喜んでおります。

　お手元に机がないのに、私の方はレジュメの数

が多くて申し訳ない次第です。何枚か地図を含め

て資料がありますので、適宜、見ていただいたら

結構でございます。

　さて、岸本課長からご紹介がありましたように、

私もいくつかの市史の編纂委員を勤めており、そ

の関係で旧家にお邪魔する機会は多いのですが、

入れていただいても、玄関かせめて入っても座敷

のところで、ご主人や奥様から話を聞く程度で、

トイレまで入っていくとか、蔵の中まで入るって

いう機会はほとんどないんですね。ところが今回、

こういう形で植田さんから丸ごと家屋を提供して

いただき、どこへ入ってもいい、何を見てもよい

というようにしていただいたのは、ちょっとでき

ない経験です。そういう意味で私自身もこの機会

に、少し勉強させていただきたいなと思っており

ます。

　みなさんには午前中、建物を見ていただきまし

たが、かなり大きなものですよね。それから熙連

伊さんの話は、身体にまとうもの、織物の話で、

これも目で見てわかるものですね。それに対し私

の話は、どちらかと言えば植田家の人々の「頭の

中」をですね、ちょっと覗いてみようかと思うん

ですね。そういう意味で、建物や体に身につけ

るものとは違って外から見てたらわからないが、

ひょっとしたら、この植田家に住んだ人たちの頭

の中をのぞけるかもしれないというものです。

　例えばいま NHK テレビで「芋たこなんきん」

やっておりますけども、あれを毎日見てる人と見

てない人では「頭の中」が違うんですよね。私は

毎日、見てます。「ちゅらさん」も毎日、見てい

ました。それが私の「頭の中」なんですね。そ

ういう「頭の中」を覗くチャンスというものが、

ひょっとしたらあるのではないかということで、

後半には、そういう話をしてみようと思っており

ます。

　「学芸」という堅い題がついておりますけども、

450 坪のお家の中で、植田家の人々はほぼ 240

年間近く、お住みになってきたわけですね。「塵

も積もれば山となる」と申しますけれども、その

間に、この屋敷の中にはたくさんの塵が積もって

おります。この間、学生諸君が夏休みの暑い盛り

に、５日間ほど連続して植田家文書の整理と調査

をしてくれましたが、その連日、屋外でマスクし

て塵はたきをやってくれました。まさに古文書に

塵が積もってるんですね。それを読む前に、まず

塵を落とさなきゃならない。こうしてきれいに

なった古文書の中から、この家の人たちの「頭の

中」を覗いてみたいということですが、それも中

途半端な話になるかと思います。まだ去年から始

まったばかりの調査・研究ですので、追々、修正

させていただきたいと思います。ご了解ください。

１．安中新田と植田家
　最初は植田家住宅のある安中新田の話をいたし

ます。そのために地図を入れてあるかと思います

が、植松の地区の方々に、現在の地図（【図版 1】）

藪田　貫
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【図版１】現在の安中周辺

【図版 2】明治前期ごろの安中周辺（清水靖夫編『明治前期・昭和前期大阪都市地図』柏書房　1995 年　所収）
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を見ていただいても、どこが新田なのかわかり

ません。ところが、【図版 2】を見ていただくと、

安中新田というのがいかに細長い変わった場所で

あるかということが一目瞭然なんです。

　植松とか、あるいは八尾の寺内とか、老原と

か、そういう所は、江戸時代よりも少し古く、室

町時代ぐらいにはおそらく集落ができていたと思

われます。熙連伊さんのご主人に小谷利明さんと

いう学芸員の方がおられますけれども、小谷さん

は、南北朝から戦国期の専門家で、その論文など

を読ませていただきますと、旧大和川の河川敷

は、よく合戦の舞台になったという話が出てまい

ります。田畑でやりますと作物が荒れてしまいま

すからね。ですから河川敷でやるわけですね。昔

の川はよく氾濫し、その分、河川敷が広いわけで

すから、そこで合戦をしたというのです。それが

長い間、河川敷として放置されていたのが、宝永

元（1704）年に旧大和川が付け替えられること

によって耕地化されていくわけですね。旧大和川

筋の玉串川とか長瀬川の周辺は、つぎつぎと新田

化してまいります。大きなものは深野池を干拓し

た深野新田とか、みなさんもご存知の鴻池新田で

ございますけれども、安中新田とか天王寺屋新田、

顕證寺新田などはそのような河川敷にできた新田

です。

　河川が氾濫しますと蛇行しますよね。その氾濫

部分が河川敷を形成し、放置されていたところを、

付け替えによって河川の幅が狭まったために、河

川敷が耕地化できるわけです。そういう形で新田

をつくってまいります。新田は必ず河川敷、ある

いは自然堤防の上に開かれていますから、かつて

の河川敷を確かめようと思うと、長瀬川でも玉串

川でもいいのですが、横切って歩いていただくと

いいんです。

　私は以前に数年間、山本新田の端っこのところ

にあります西山本というところに住んでおりまし

た。私の家は、北上する玉串川から西に下がった

ところにあるんですね。ですから、玉串川を渡ろ

うとしますと、必ずちょっと土地が上がるんです。

そしてまっすぐ行きまして、川を渡って、御野縣

主神社のところを過ぎ、東山本に入るとまた下が

るんです。川を中心に台地を思い浮かべていただ

くといいでしょう。そういうふうに、河川敷にで

きた新田というのは歩けばわかります。大和川が

付け替えられ、その結果、狭まった河川の河川敷

を開拓してできたのが新田だという、ひとつの証

拠ですね。

　それからもうひとつ、私が西山本におりました

ときに、東大阪市の玉串というところにお住まい

になっておられた政野さんという知り合いのご婦

人のところへ、よく子供たちと自転車でまいりま

した。玉串への道は、玉串川の左右両岸のどちら

かを走っているんですが、それは要するにそこが

自然堤防で、その上に道ができていたというわけ

です。しかも面白いことに、その堤防は河川面よ

りもかなり高いところに築かれており、道を通っ

ていると、そこには必ず墓地があるんです。例え

ば万願寺村の墓地や、福万寺村の墓地が道の傍に

あり、玉串に行く間に次々と通って行くわけです

ね。さらにその墓地の傍には大きな榎があった

り、大きな楠があったりする。堤防の護岸を強く

するために植えた木なんですね。それが 200 年、

300 年とすごく大きくなって、一番有名なのは

門真の古川という川沿いにある楠で、大阪府の指

定を受けている樹木があります。古川の堤防の上

にどーんと立っているんです。

　そういうふうにして人々が川と一緒に暮らして

きたところ、江戸時代の宝永元年に、大和川が現

在のように西へ付け替えられ、旧河川筋は川幅が

狭くなって、その周辺を開いてよろしいというこ

とで新田になったわけですね。もちろん幕府には、

新田から収益が入ってまいります。また、ここに

投資した人たちには小作料が入ってまいりますか

ら、多くの人が新田開発の入札に参加いたします。

ここ安中新田は、安福寺さんという柏原市国分に

あるお寺さんがオーナーになるんです。ちょっと

変わってます。鴻池さんがオーナーになったから

鴻池新田と言いますけども、安
3

福寺さんが中
3

心に

なった新田だからということで、安中新田という

名前がついたんではないかとされています。

　一般的に新田を開いた後に、幕府は検地をしま

す。検地をした後は、年貢を納めなきゃならない

んですが、それまでは開発期間ですから、「鍬下

年季」と言って、仮に作物がとれても年貢はかけ

ないという特別期間で、だいたい３年から５年あ

ると言われております。しかし検地をいたします
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と、そこから先は収穫が少なくても年貢を納めな

きゃならないということになります。

　安中新田の場合、検地帳には、安福寺さんをは

じめ 12名の名前が土地所有者として載っている

んですが、安福寺さんは、畑の実数 291 筆のう

ち 131 筆、ほぼ４割５分ほどを持っておられま

す。それ以外は八尾の慈願寺さんとか、植松の個

人の方も参入しておられます。その意味で、鴻池

新田のようにひとつの家が開発したんじゃなく

て、安福寺さんを中心に何人かの人が寄り集まっ

てきて、開かれてできた新田なんですね、ここは。

　新田の石高は、享保６（1726）年の検地の時

期がピークで、470 石というふうになっており

ます。江戸時代の村から言うと、ほぼ平均的な村

の大きさです。植松は大きいですから、この倍近

くありますけども、安中新田は 470 石、町歩数

にしますと47町歩という規模になっております。

当然のことながら、河川敷の新田ですからみんな

畑です。また植松のように集落が真ん中にあって、

周囲に田畑がひろがるという形をとりません。新

田を耕している人は、自分の住んでいる場所から

通ってきますので、新田を開いても必要な建物は

１ヶ所しかないんです。新田会所さえあればいい

んです。新田会所っていうのは庄屋のお宅みたい

なもので、年貢を納める時に絶対に必要なんです。

植田家は、その会所が元になっています。

　そういう意味で、新田というのは文字通り田畑

を耕すためにだけできたものなんです。そこに

人々が、会所を中心に次々と入ってくることに

よって徐々に集落になるんですね。享保６年の検

地帳では、先程いいましたように畑が 291 筆あ

るんですけど、屋敷はわずか 15筆しかないんで

すね。その中でも安福寺さんが３筆持っておられ

ます。この検地帳を繰りますと、291 筆のうち、

小字の名前が 26出てまいります。たとえば出口

とか、西脇とか、切
き れ と

堤とか、長堤とか、柳原と

か、中河原とかで、これらは名前から判断できる

ように、普段ならば作物を作らず放置されている

場所です。切
きれと

堤なんていうのは洪水で堤が切れて

いた場所で、中河原というのは川の中にあった場

所なんですよね。そういう地名、小字というもの

が 26あります。今日、植田さんにお聞きすると、

このお宅の小字は森
もりつぎ

続という字だそうで、検地帳

を見ると森続には畑が 10筆で屋敷が１筆ござい

ました。その１筆が安福寺さんの持ち家がありま

すので、それが会所ではないかなと思います。

　つぎに先程の地図の話に戻ります。以上の話を

もとに【図版 2】を見ていただきますと、安中新

田というのはどこからどこまでかが、すぐにおわ

かりになると思います。地図の右隅から北の方に

奈良街道に沿って、長瀬川が流れているのがおわ

かりになりますよね。地図のやや右下をみると、

八尾木村のすぐ左下の川沿いに天王寺屋新田があ

りますよね。そこから１ｋｍほどザーッと川に

沿って北上して下さい。そうすると、久宝寺村が

あり、その右に顕證寺新田がありますね。この顕

證寺新田から、先ほどの天王寺屋新田までの間、

長瀬川に沿った両側が安中新田なんです。

　こうした新田からは年貢が上がってくるので、

例えば鴻池新田会所には大きな蔵が３つありま

す。文書蔵を入れると４つあるわけですが、それ

らの蔵は、年貢の収穫期になったらお米を集めさ

せて、俵になおし、年貢として収納するわけです

ね。それと同じ役割を、この安中新田の植田家の

元である会所がするわけですね。新田では、会所

の役人を普通は「庄屋」と言わずに「支配人」と

いう言い方をします。そこ全体を支配するマネー

ジャーですね。後には他村並みに庄屋という言い

方をしてくるようになりますけれど、当初は支配

人です。そういう支配人として、植田さんが、新

田ができて 100 年ぐらい経ってから入ってこら

れるわけですね。その意味でこのお家は、いわば

安中新田のシンボルなんですね。

　今日、この家に入られた方はおわかりになると

思うんですが、仮に 470 石で年貢をとったとし

ますと、五公五民であっても 200 石ぐらいの年

貢がとれるんですね。もしそれを全部米で納めた

ら俵数がいくつで、この生活器具を入れてある２

つの土蔵に入るだろうか怪訝に思われた方もおら

れるでしょう。それは無理です。ところが安中新

田では米を作らないから、大きな蔵は要らないの

です。全部綿を作るわけですから、綿はみんな売っ

てしまいますので、年貢は銀で納めたらいいんで

す。ですから鴻池新田のような大きな米蔵は要ら

ないのです。

　江戸時代の終わりの年期をもつ検見帳という資
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料がありますけれども、その帳面を見ると、ここ

は木綿を作っているんですね。先程の熙連伊さん

の話にあったように、綿は全部換金させて銀で納

めますので、この蔵の中にお金が入ることがあっ

ても、米が入ることはなかったんです。それがこ

の新田会所の蔵の小ささを証明している、という

ふうに考えていいのではないかと思います。

　この新田に住んでいた人たちは、徐々に増えて

くるようであります。例えば享保６年には屋敷数

が 15 筆というふうに申し上げましたけれども、

江戸時代の終わりになりますと、かなり家数も増

えてきまして、安政５（1858）年には 32 軒の

家が建って、120 人が住んでおられました。要

するに、どんどん畑を潰して屋敷にしていくとい

うことで、集落ができ上がってくるわけですね。

　さて植田さんは、ご先祖が宝暦 12（1762）年

に、この新田に入られたということが史料からわ

かっています。これは去年から今年にかけて、学

生・院生諸君や資料館の人たちが調査してくれた

ことによってわかったことです。この新田に入ら

れたきっかけは、最大の地主であった安福寺さん

の誓誉上人という人の縁で、「御寺のかし付田地

諸勘定向取締」のために入ったと史料に出てまい

ります。お寺が、どうして新田の地主になるんだ

とみなさん思われるかもしれませんけど、実は今

と一緒で、お寺さんというのは江戸時代も法人税

がかかりませんから、お金を持ってはるんですね。

しかも安福寺さんは、尾張徳川家の保護を受けて

おられ、大坂では名刹と言っていいくらいの由緒

あるお寺なんです。尾張の殿様がスポンサーとし

てついているわけでありますから、お金があるん

ですね。お金を持ったらどうするかと言うと、も

ちろん金を貸すんですね。金を貸したら、当然の

ことながら返しますよね。普通の町人から金借り

ても踏み倒しますけど、お寺さんからお金を借り

て踏み倒したらバチが当たりますよね。そういう

のを「祠堂金」と言います。あるいはうちの寺の

お堂が壊れたから何とかしてほしいというと、み

んな無担保で貸してくれるわけですね。そういう

意味でお寺というのは、鴻池なんかと並んで、投

資の主体になれるわけですね。

　しかしながら、お寺のお坊さんは商才に長けて

いるわけではございません。顧客の管理とか、マ

ネージメントができるわけではございません。そ

うすると、そこは「蛇の道は蛇」じゃないですけ

れど、商いの道は商いに長けた人がいいだろうと

いうことで、おそらく植田林蔵が呼ばれたんでは

ないでしょうか。

　植田家の系譜によりますと、植田家はもと大和

国田原本の藩士平野権内に仕えた梶尾勘兵衛と称

しているとあります。しかし江戸時代は、先祖は

武士から興った家であるという言い方をみんなし

ます。それが江戸時代という「武士の世の中」の

常識なんです。しかしそれは出自を武士に持つと

いうだけの話で、本当かどうかというのは、あ

まり意味をもたないことだろうと思います。むし

ろはっきりしていることは、この植田林蔵という

人は、かなりの商才を持った方、あるいは経理に

明るい方だったのでしょう。だからその才能を見

込まれてこの新田のマネージャーとして招かれた

と、私は理解をしております。これは後で触れま

すが、植田家の人々の頭の中を覗く時に興味深い

のは、出自が武士だというふうに言いながら、実

はかなり商才があったということですね。自分の

家の系譜としては武士でいきたいわけですが、実

際は商いをやっているわけですね。実際、この家

の暮らしは武士的だったのか、商人的だったのか

ということは、その頭の中を覗いてみると、少し

見えてくるのではなかろうかと私は思います。

　なお植田林蔵が入るまで、安中新田は誰が管理

していたのかという問題がありますが、これにつ

いては、『河内どんこう』という雑誌の中に、ご

当地の山野としえさんがお調べになった論稿があ

ります。それによると、林家や辻田家、中務家な

どの諸家が管理されていたようであります。しか

しながら、もうそれらの家は途絶えておりますの

で、本日は植田さん以前については触れません。

２．植田家の人々と学芸
　先ほど、植田さんは 1760 年代に当地に入って

くると申しました。そうしますと、その後、およ

そ 240 年ここにお住みになっておられるんです

ね。関西大学は今年、創立 120 周年と言ってい

るんですが、その倍です。この空間の中で、240

年の歳月が一日一日と重なっていくのだと考えま

すと、僕は歴史を研究している人間として有難さ
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を感じるんですね。人というのは誰しも、一日一

日しか日を重ねられないんですね。どんな素晴ら

しい人でも、十年いっぺんに年をとることはでき

ないんですね。その歳月が、この屋敷のなかに

240年分、たまりたまったと考えるということは、

ある意味で言うと、今回の調査は、浦島太郎が玉

手箱を開けるようなところがあるんですね。そう

いう楽しみが、この空間には詰められている、と

いうふうに考えてみていただいたらいいと思うん

です。

　宝暦 12（1762）年に入ったのが初代の林蔵と

いう方だと考えますと、明治維新の頃の当主は５

代の一郎になります。初代の林蔵は、宝暦から寛

政年間、みなさん御存知の人で言うと、田沼意次

とか松平定信の時代だと考えて下さい。それから、

２代林蔵さんは天保５年に亡くなっておりますか

ら、将軍家斉の時代、文化・文政期だと思ってい

ただくといいでしょうか。３代の林蔵さん、これ

は４代の市太郎さんと兄弟でして、この兄弟はか

なり有能だったようで、この二人の時代以降、資

料もかなりたくさん残ってまいります。二人とも

文政から天保ぐらいに生まれておられます。した

がって、天保改革の時期ぐらいに成長期を迎え

られた人だと考えてみていただくといいでしょう

か。まずお兄さんが庄屋になって、後に弟の市太

郎が庄屋になる。そしてこの市太郎さんが明治維

新を経まして、５代目の一郎にバトンタッチして、

この人が明治・大正を生き抜くという形になりま

す。このうち、比較的当時の様子が資料によって

見えてきたのが、４代の市太郎と５代の一郎の親

子でございます。これから、この二人の時代のお

話をちょっとしてみようかと思います。

　私は常々、当時の人々のことを知るのに一番い

いのは「日記」だと思っているんですね。ですか

ら日記があると一番いいんですが、今のところ残

念ながら、植田家の資料の中では日記が見つかっ

ておりません。それからもうひとつは「手紙」で

すね。その人間がどういう考えを持っていたか、

誰と親しかったかなど日常生活の一齣を何気なく

表現してくれるのは、手紙ですよね。例えば朝６

時に起きた、普段は遅いんだけれども今日は早く

起きたと書いてありますと、ああこの人は朝が弱

かったんやな、僕みたいだな、ということがわか

るわけですよね。そういう意味で、日記とか手紙

というのは、何気ない情報を教えてくれるんです

が、今のところはまだ日記については見つかって

おりませんし、手紙の整理はもっとこれから時間

がかかることであります。

　そうすると、手紙や日記を抜きにして、人々の

頭が何で覗けるかと考えました。植田さんだけに

見えるような特色は何なのかということを考えた

時に、ひとつ思い当たりましたのは本です。書物

なんですね。植田さんは、こちらの蔵に大変たく

さん書物を集めておられます。書物の整理の方は、

私共の研究員の松本望が中心となって進めており

ます。そして、この整理はほぼでき上がりました

ので、これからお話しするのは、その書物の整理

の中で出てきた話でございます。どんな書物があ

るかというのはこれから少し紹介いたしますが、

実はかなり多種多様にございます。しかも 240

年の間、植田家の人々はつぎつぎと本を集めてこ

られたわけですね。

　例えば、私の家へ行きましても、私がどんな人

間なのかということは私の本棚を見たら少しわか

るわけですね。堅い本も置いてありますけど、そ

の中にNHKで放送されていた「チャングムの誓

い」の本が３冊セットで並んでるわけですね。「あ、

これ奥さんが読んではるんや」とか、「チャング

ム好きなんや」ということがわかります。そうい

う意味で、書棚を覗かれるということは、その人

の頭の中を覗かれることにもなるんですね。そう

いう意味で、私も自分の家を覗くかのようにして

植田家の書棚を覗いてみました。

　実際に覗いてみると、他の庄屋の家と区別がつ

かないのは謡の本であります。謡というのは江戸

時代の男性が人前で付き合う時のたしなみですか

ら、謡がうたえなかったら人として認められない

というふうに言われております。特に商家であれ

ばそうでありました。能・狂言をする人は余程変

わった人ですけど、謡は誰でもやります。当時の

人は普通にみんな謡好きでありますから、謡の本

はどこの家にでもたくさん残っております。大坂

とかその周辺では、特に江戸時代の後期になると、

男に生まれたら謡をやる。また謡をやると副次的

効果があるらしいんです。それは方言が直るんで

すね。方言を直すには謡の文句を口ずさみさせた
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らいいというふうに言われているんです。　

　ところで、私が謡の本以外で注目しましたのは、

ひとつは「往来物」です。この家には、往来物が

実にたくさんあるんです。「往来物」というと「庭

訓往来」があります。みなさんにお渡ししたプリ

ントの中に「庭訓往来」の一節を入れておきまし

た。「庭訓」とは、庭で教えるということですね。

【図版 3】をみていただくといいかと思いますが、

これは『庭訓往来』の写本です。「庭訓往来」は、

江戸時代の人たちが男も女も勉強をしようと思っ

たら、まずこれから教えられたテキストだと考え

てください。後で少し説明いたしますが、この「庭

訓往来」のはじめ、「春の始めに」という句です

ね（【図版 4】）、これは南北朝の時代にすでに成

立しています。この本は手紙、「往来」ですから

往く手紙と来る手紙ですね、その文例が収めてあ

ります。この「春の始めに御祝い貴方に向かい先

ず祝い申し候おわんぬ」というのはこちらから出

すお手紙です。それに対してお返しの手紙がまい

ります。これを 12 ヶ月分収めてあるんですね。

ということで、これを勉強すれば、12 ヶ月の手

紙が書けるわけですね。今で言う手紙文例集だと

思っていただいたらいいと思います。

　もうひとつは『商売往来』ですね（【図版 5】）。

すごいでしょこの手垢。もう、何人の人がこれを

読んだでしょうか。普通、本の後ろには刊記つま

り奥付が載るんです。『商売往来』の場合、出版

者が最後の丁の左隅にしか書いてないんですね

（【図版 6】）。これは書誌学的には「半紙本」とい

う小さな本です。『女大学宝箱』と比べていただ

きますと、サイズの違いがよくおわかりになりま

すね。謡はこれよりもさらにもうひとつ小さい本

なんですが、この『商売往来』はおそらく、植田

さんの書庫の中で一番古い本のひとつではないか

と思うんです。『商売往来』というのは、江戸時

代の大和川付け替えができた頃、宝永年間から享

保年間にできたと言われています。ところが作者

も出版者もわかりません。要するに商売をやる人

たちが何を知っていたらいいかということで、「凡

商賣持扱文字員数取遣之日記（およそしやうばい

もちあつかいもんぢゐんじゆとりやりのにつき）」

で始まります。商人にとっては何が必要なのかに

ついて、漢字で書いてあります（【図版 7】）。

　後でも触れますが、京都大学の教授で中国学の

権威だった内藤湖南という人は、『庭訓往来』と

『商売往来』を指して、「日本人が中国の直輸入の

教科書からはじめて離脱して、国語で書いた日本

人向けの教科書はこれに始まり、これに完成する」【図版 3】写本『庭訓往来』

【図版 4】写本『庭訓往来』冒頭
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と書いています（『日本文化史研究』下）。南北朝

時代に始まって、江戸時代の享保年間に『庭訓往

来』や『商売往来』ができてくる。その後、これ

らのまねをして『職人往来』や『百姓往来』だとか、

それぞれの身分別のものが出てくるんです。この

『庭訓往来』と『商売往来』は数百年にわたって

日本人が手にし、手垢を付けて読んだのだろうと

思いますが、植田さんには実は、この『商売往来』

の異本が多いのです。明治になると『開化商売往

来』ということで、明治時代の文明開化に合わせ

たような『商売往来』も出てくるんですね。植田

さんの蔵書を見たとき、日本人が平均的に受けた

教育の流れというものが、辿れるのではないだろ

うかというふうに思ったんです。

　もう一つは、私は女性史を研究しておりますの

で、植田家の人々といったら男もいるけど女もい

るだろう、植田家の女性はどういうふうにして育

てられたのだろう、これを探ってみたいと考えま

した。僕が植田家をやりたかったのは、実はそれ

が目的なんです。男性のことはどちらでもいいん

です。女性のことを知りたいんです。女性のこと

こそ知りたいんです。

　この本表紙だけみると、はがれて何と書いてあ

るかわからへんでしょう（【図版 8】）。しかし開

けますとね、『女大学宝箱』なんです（【図版 9】、

【図版 10】）。貝原益軒が作ったとされています。

江戸時代の日本女性の最大のテキストとされた本

がこれなんです。これだけ厚いんですよ、見て下

さい。女に学問は要らん、と言いますけれど、『商

売往来』の方はこれだけ薄くて済むんですよ。江

戸時代、「女性は無学文盲がよし」という意見が

【図版 5】『商売往来』

【図版 6】『商売往来』刊記

（拡大）

【図版 7】『商売往来』冒頭
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ありますけども、そんなバカなことはありえない。

『女大学宝箱』１冊読もうと思ったら、『商売往来』

より文字が多いんです。

　『女大学宝箱』の一番後ろには「女中の見給

ひて益有書物目録」、つまり女性が読んだら為に

なる書物にはこんなものがありますよ、という

ことで書名がずらーっと書いてあります（【図版

11】）。これをご覧になって、江戸時代の女性の

教育というものを見直していただきたいと思うん

です。これらが全部こういう形で本として提供さ

れるわけです。お金さえあれば買える。仮にお金

がなくても、少しのお金があれば貸本屋から借り

ることができるわけですね。安中新田では植田さ

んとこ行ったら読ましてもらえるじゃないか、と

いうことになるわけです。

　このようにして女性向けの本が、生まれたわけ

です。ところが、これらの本を何人の女性が読ん

だかについてはわからないんですが、多くの女性

が読んだことは、明らかなんです。私にとって初

めてのことだったのですが、植田家には『女大学

宝箱』の版の違うものが 3冊あります。ですか

らこのお宅は、女性教育をやっておられたに違い

がないと思っています。だから今後、女性の書い

た史料が出てくるのを楽しみにしています。

　ただし、この家はひょっとしたら寺子屋の師匠

であったかもしれない。私塾の先生であったかも

しれない。そうすると『商売往来』も１冊だけじゃ

なくてたくさん持っていてもいいわけですね。

　植田家では、男の子であろうと女の子であろう

と、子供が生まれると幟をたてて祝うと同時に、

『庭訓往来』や『女大学宝箱』を読ませて教えて

いたかもしれない。そうすると子どもの生育過程

というものが、こういう書物から見えてくる。そ

れが往来物というもののすごさなんですね。

　そこで次に生育過程を実際にたどってみたいと

思うのですが、材料として『庭訓往来』を用いて

みたいと思います。『庭訓往来』はもっぱら版本

が多く、それで勉強いたします。だからこれだけ

汚れるわけですね。そして御存知の方もおられる

と思いますが、文字あるいは書道のテキストであ

ると同時に、そこに音とか訓が振ってありますか

ら、漢和辞典と国語辞典の役割をするんです。さ

らに商売用のビジネスの知識が入るわけですね。

女性のものも同じことです。『女大学宝箱』には、

最初に農業の風景が書いてあります。男であろう

と女であろうと、お米はどのようにしてできるか

は知っていなきゃならない。さらに開いていくと、

【図版 8】『女大学宝箱』表紙

【図版 9】『女大学宝箱』見返し・扉

【図版 10】『女大学宝箱』冒頭
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今度は「源氏物語」がダイジェスト版で出てくる。

つまり往来物というのは、要するに百科事典に近

いと考えていただいたらいいでしょう。

　「庭訓往来」の本文を見てみると、例えば、男

という字は「おとこ」とも読むし「なん」とも読

むと書いてあるんです。そういうことが理屈じゃ

なく、読んでいくとわかるわけです。ですから、

往来物というのはそれこそ、使い方によってはい

くらでも教育効果が発揮できるんです。

　植田家には『庭訓往来』の版本がたくさんある

にも関わらず、写本も１冊あるんです。写本とい

うのは、本の内容を書き写したものなんですね。

しかもこの写本を開けてみますと、非常に丁寧に

書いてあるんです。これを最後まで見ますと、最

後の奥書のところに、「天保十三年寅九月吉日」「紙

数六拾枚」「摂州平野郷泥堂町鈴木先生書之」と

書いてあるんです。そして下に「植田市太郎」と

あります（【図版 12】）。要するにこれは、平野郷

の鈴木何某という、寺子屋か私塾の先生かどうか

わかりませんが、その先生が、版本で勉強するよ

りも手書きの本で勉強する方がよいだろうと、わ

ざわざ市太郎君のために書いて渡したテキストな

んです。この世に 1冊しかないテキストなんで

すね。ところどころに落書きがありますが、それ

はたぶん市太郎君のものではないかと思います。

その一つに、龍の絵が描いてあります（【図版

【図版 11】「女中の見給ひて益有書物目録」

【図版 12】写本『庭訓往来』奥書の書込み

（拡大）
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13】）。つまりこの写本は、先生と生徒の間を行

き来した書物なんです。

　この写本の『庭訓往来』が面白いのは、通常は

「春始御祝」から始まるんですが、この本には一

番最初に「農業書」が書かれてあるんです。「一、

夫れ生まれ農業之家の輩は、幼稚之時より農人の

風俗を見習い」と書いてある（【図版 14】）。すこ

し言葉を足しますと、「庭訓往来」の示す教養は、

別に職業は関係ないんです。人として生まれたら

これを勉強しなさいという書物で、いまの大学で

言う一般教養のようなものです。ところが江戸時

代の社会は身分制の社会ですから、商売人は商売

人のことを教えなきゃならないし、百姓は百姓の

ことを教えなきゃならないわけですね。ですから

この鈴木先生は、「お前は安中新田の農家に、田

舎に、村におるんだから、生まれた以上は農とし

て、この心得を身に付けなさい」ということをわ

ざわざ書いてくれたんです。そういう前書の入っ

た『庭訓往来』です。

　さらにめくりますと、途中から日付が入ってい

るんです。「中間」の左方に、「夘正月廿九日」っ

て書いてあるでしょ（【図版 15】）。最後の奥書か

ら、この本を市太郎君がもらったのが天保 13年

寅９月だということがわかります。したがって夘

というのは翌年ですね。要するに、市太郎君が勉

強した日にちをこういうように書いているのでは

ないかと考えられるのです。この本の中には、そ

ういう日にちが何箇所か入っています。言い換え

ると、家で毎日毎日勉強をやっていったのではな

くて、先生がお宅に来られて、「はい、今日はこ

こからここまでやりますよ」と先生に読まされて、

終わり、「次は何月何日来ますから」、ということ

で、またそこから始める。そのときにこの日付を

書いていったのではないか、というのが私の推測

であります。つまりこのテキストは、一面、子ど

もの学習過程を示すものだということになるんで

すね。

　学習過程は、最後のところで終わればよかった

んですが、このテキストは、【図版 16】で見られ

るように「琵琶法師縣神子」で終わっているんで

す。これが「庭訓往来」の途中であることは、【図

版 17】からわかります。舞妓とか傀儡とか田楽

とか、さまざまな職人の人がリストアップされて

いる部分に続いて、「縣神子」というのが出てくる。

手持ちの資料【図版 17】の前から４行目にあり
【図版 13】写本『庭訓往来』龍の絵

【図版 14】写本『庭訓往来』の「農業書」
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ますよね。ここで終わっているんです。というこ

とは、この写本の『庭訓往来』は最後までいかず

に、先生が匙を投げたか、市太郎君が嫌いになっ

たか、なんらかの理由で学習は途中で終わってし

まったことを意味します。本 1冊で、なかなか

すごいことがわかると思いませんか。したがって

児童の学習過程をしめす史料として、この写本は

お宝のひとつにしたいと思うものです。

　この市太郎君は、長年、八尾で教育史の研究を

してこられた森田康夫先生によると、植松の松林

寺のところにあった簷
えん

葡
ほ

舎で学んだということで

あります。現在、記念する碑が建っております。

ですから、市太郎君は初等教育を終え、中等教育

まで進んでいたということがわかります。

　５代目の一郎さんについては、もっと時間をか

けて研究する必要があるかと思います。おそらく

植田家のキーパーソンだと言っていいだろうと思

います。

　まずは『日本教育史資料』に、この方は寺子屋

の教師として出てまいります。隆盛期は明治５

（1872）年で、生徒が30人いたと書かれています。

さきほど私は、これだけの往来物があるのは、こ

の家では教育が盛んであったというだけじゃなく

て、他人に教育を施そうとされていたかもしれな

いと申しました。他人に教育を施すためには、ま

ず誰かから教育を受けるわけですね。それを順繰

り順繰り広げていくわけです。そういう意味で言

えば、他人から教育を受けた段階から、今度は自

分が、そのお返しを他人にするという意識が植田

家にあったのではないだろうか。そのために、往

来物は何度となく使われたのではないだろうか。

それが、この往来物の激しい使われ方に現れてい

るのではないかと思います。

　それに対して、明治期の一郎さんの時代になり

ますと、文明開化期ですから例えば、福沢諭吉

の『西洋事情』があります。あるいは植木枝盛の

『民権自由論』という本もあります。『民権自由

論』はちょっと傷んでいたので、ここに福澤諭吉

の『西洋事情』を持ってきましたが、きれいです

【図版 15】写本『庭訓往来』中の日付記入例

（拡大）

【図版 16】写本『庭訓往来』巻末

【図版 17】『庭訓往来絵抄』の部分
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ね。あまり読んでないんでしょうか。先ほどご紹

介しました往来物と、使われ方はまったく違いま

すね（【図版 18】）。

　京都大学人文研究所の横山俊夫という方が、『節

用集』という百科事典を研究されたんですが、そ

の調べ方が面白い。普通、本をめくると手垢がつ

きますよね。これを全部調べて汚れ、損傷してい

る頻度から、その本のどこが一番よく読まれたか

ということを探り当てようとされたんです。皆さ

んお宅に『広辞苑』があると、手垢の付いたとこ

ろはよく引いたところで、それは限られているで

しょう。一度も引かなかったら、手垢がつきませ

ん。つまり福澤諭吉の『西洋事情』や植木枝盛の『民

権自由論』は、文明開化の世の中だから買っては

みたものの、ほとんど読まなかったのではないで

しょうか。そういうことも、本が汚れてないこと

や、朱がほとんど入ってないことから見えてきま

す。

　ほかに植田家には『洗心洞箚記』という、大塩

平八郎のたいへん有名な本がありますが（【図版

19】）、これもおそらく１回も触れたことないか

というくらいきれいなんです。ところが門真市の

茨田郡士をはじめ大塩平八郎の門人たちの家にあ

る大塩の著作には、たくさんの朱が入ってるんで

【図版 18】『西洋事情』 【図版 19】『洗心洞箚記』
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す。実際に読んだという証拠です。だから本を読

んだか読んでいないかは、本を開いてみたらわか

るんです。読んでない人の本と、読んだ人の本に

は絶対、違いがあるんですね。つまり飾りとして

買ったのか、ほんまに読もうとして買ったのかと

いう違いは、丹念にたどっていけばわかるという

ことになるかと思います。植田一郎さんが、この

『西洋事情』を含めて、どういうような学習過程

をたどられたのかということは、これからの課題

だと思います。

　ところで、植田一郎のような人物を我々の世界

では「名望家」と言っております。要するに豊か

な家の資産のお陰で高等教育を受けて成長し、そ

の成果を地域の人々のために返すために、地域の

人々にとって難題があれば、中心的な担い手とし

てその解決に当たる、したがって村長にもなる、

みんなに推されたら府会議員にもなる。こういう

人たちは各地にたくさん出ます。例えば八尾で言

うと、万願寺の久保田真吾もその一人です。

　大阪が誇っていた木綿が、インドから入ってく

る安い木綿に対する関税を低くされると、全部や

られちゃうんですね。それを撤廃させようという

ような政治運動もおこす。その一人が、植田一郎

なんですね。

　植田一郎さんはそういった政治活動をし、名望

家として地域のために活躍する人なんですが、ど

のように教育との関わりがあったのかということ

を調べていったときに気になったのが、明治期の

漢学との関わりなんです。私がいま、関心を持っ

てるのは懐徳堂と泊園書院です。懐徳堂は、享保

９（1724）年にでき、泊園書院は天保 13（1842）

年にできるんですが、どちらも大坂が誇る漢学塾

です。懐徳堂は明治２（1869）年に潰れてしま

いますが、その後、泊園書院がひとりで頑張って、

昭和 20（1945）年まで続くんです。

　明治期の漢学との関わりについては、植田さん

の蔵書にも見えるんですが、八尾市内のあちらこ

ちらに建っている碑にもあらわれています。例

えば築留二番樋が明治 21（1888）年に、木製か

ら煉瓦製に変わったのを記念して建った碑には、

泊園書院 2代目藤沢南岳が碑文を書いています。

ほかに南岳が碑文を書いたものを探しますと、植

松にある、長崎桂斎・司馬太郎親子ですね、この

碑文も藤沢南岳が書いているんです。それから万

願寺にある、久保田真吾が服部川を改修した碑に

も、南岳が詩を書いているんです。その万願寺の

碑には、「余、君と交わる二十餘年」と書いてあ

るんですね。いわば、大阪府下の名望家と大阪の

漢学塾泊園書院がピタッとつながっている。

　ここに植田家蔵書の中から、『懐徳堂旧記』と

いうのを持ってまいりました（【図版 20】）。懐

徳堂は、さきほど言いましたように、145 年間、

江戸時代後期の大坂で全国にその名を知られた学

校、知らない人はないというぐらい有名で、適塾

なんて比じゃないんです。適塾よりも、この懐徳

堂の方が、大坂の学問を語る時にはなくてはなら

ないんですが、明治２年に廃校になりました。そ

の後、復興のためにいろいろと企画され、明治

44（1911）年になってようやく復興されるので

すが、その際、懐徳堂記念会というものができま

す。そのセレモニーが、お渡しした「懐徳堂祭典

執行次第」（【図版 21】）です。

　江戸時代後期の大坂の学問的伝統、とくに漢学

は明治に入って欧米の教育制度や学問がどんどん

【図版 20】『懐徳堂旧記』
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入ってくることによって一旦、廃れてしまいます。

それを明治 30年代ぐらいから、西村天囚という

学者・記者が懐徳堂の復興を起案いたします。「懐

徳堂祭典執行次第」の上段に儒教の礼式が書いて

あって、「第四令　拝禮」の最後に西村時
ときつぐ

彦とい

うのがその人で、天囚という号を持っているんで

す。当時、朝日新聞記者でした。その隣に土居通

夫と書いてありますね。大阪商工会議所の会頭で

ございます。それから小山健三というのは、銀行

家だったと思います。それからもっと右にいくと、

住友吉左衛門の名が見られます。要するに大阪の

政界、財界に民間の人たちが加わって懐徳堂が復

興するんです。

　当時、明治 44（1911）年ころは、日清戦争と

日露戦争が終わって、日本がものすごく西洋化し

ている。同時に資本主義の矛盾も強くなってきて

貧富の格差が無視できない、社会主義運動も起

こってくる。国民としての一体感が失われつつあ

る。そういう時に、西村たちは懐徳堂を復興しよ

うとするんです。なぜか。漢学というのは、中国

の学問じゃないんです。忠・孝という人間のモラ

ルを、最も大事にしてきた学問なんです。それが

今、西洋化した大阪で失われているものであると

いうことで、復興しようとするんですね。

　西村天囚らの思いはそうだったかもしれないで

すが、私が「懐徳堂祭典執行次第」を眺めてみた

ときに面白いなと思ったのは、彼らは懐徳堂を復

興しようとしながら、別の面で、江戸時代の大坂

が持っていた、あるいは大坂が歴史的に育んでい

た伝統を、復活しようとしていることなんです。

【図版 21】の上段に、搴帳、献饌、祭文とありま

すが、これは儒教式のお祭で、釈奠と言います。

現在大阪府下では、泊園書院の伝統を受け継いで、

道明寺天満宮が続けておられますが、要するに孔

子様の前でおこなう拝礼なんです。これを復興し

ようとしています。

　もう一つは下段に、舞楽が奉納されています。

関西大学なにわ・大阪文化遺産学研究センターが

10月 28日、関西大学 120 周年記念事業として、

関西大学の中庭で、1,000 名を集めておこなう予

定にしているのが、この舞楽です。大阪の舞楽

は、宮内庁に雅楽部ができた関係で楽人が東京に

【図版 21】懐徳堂祭典執行次第
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移り、一旦、失墜します。それが、この時の懐徳

堂祭典において再興されました。この舞楽を再興

したのが、懐徳堂祭典で「陵王」を演じている小

野樟蔭という方なんです。

　それから「桃李花」という演目には、菅楯彦の

名前が見られます。この人は左方の楽人を自称し

た人で、鳥取の倉吉出身の日本画家で大阪名誉市

民第一号です。このように近代になって、西洋文

明が大阪を席巻し、社会の矛盾・不満が社会主義

運動として出てきているなか、懐徳堂を復興しよ

うという大きなイベントが起こるわけですが、そ

のイベントの中に、儒教の儀礼と舞楽が復興して

くるんです。いいかえると懐徳堂の再興は、大阪

文化の復興のプロジェクトでもあったのです。

おわりに
　最後になりますが、西村天囚は鹿児島の種子島

の出身です。大阪に出てきて、朝日新聞社に拾わ

れて、勉強いたします。菅楯彦は先ほど言いまし

たように、鳥取倉吉の人です。一方、小野樟蔭は

大阪の願泉寺という西成にあるお寺の住職です。

江戸時代の大坂文化が、明治になって廃れる危機

があった時に、生まれも育ちも違う彼らが、それ

を復興しようと企てたんです。まさに文化遺産と

して復興しようという動きがあった。西村天囚は、

大阪人文会というものを明治 42（1909）年につ

くります。そして大阪の政界・財界の人たちにも

呼びかけて、懐徳堂の復興を計画するのですが、

西村天囚は「懐徳堂は大阪の公有物である。大阪

のみんなのものだ」といいます。その動きに植田

一郎は、特別会員として、全国 166 人の中のひ

とりとして加わるんですね。

　我々は今、髙橋センター長を中心として、大阪

の失われてきた文化遺産の復興運動をしているん

ですが、我々が最初ではない。ひょっとしたら懐

徳堂の復興というのは、大阪の古きよき伝統、い

わば文化遺産を復興しようとした、最初の動きで

あったかもしれない。もちろん戦後になっても行

われ、我々が現在、受け継いでいる。ただ今の我々

の方が有利なのは、皆さんのように地域に根ざし

て、文化を支えて下さっている方が多数、いるこ

とです。しかも頭の中だけではなくて、着ていた

ものとか、建物とか、文化遺産の各方面について

明らかにできる人たちが揃ってきているわけです

から、条件たるや、この時代の人たちよりもはる

かに優れた条件を持っているわけであります。し

かし、志はひとつなんです。大阪が持っていた文

化の遺産や伝統を、今によみがえらせたいという

ことなんです。そのような意味で、植田さんの資

料は、そういうことの手がかりも与えてくれるん

じゃないかと思っています。

　最後は手前味噌的なこと申し上げましたが、こ

れで報告を終わらせていただきたいと思います。

どうもご清聴ありがとうございました。

藪田　貫（やぶた　ゆたか）
　関西大学文学部教授。当センターでは総括プロジェク
トリーダーと学芸遺産研究プロジェクトリーダーを務め
る。専門は日本近世史。
　現在、女性史を中心として国内はもとより、海外にお
いても研究活動を広げている。
　近著に『日本近世史の可能性』（校倉書房 2005 年）、『近
世大坂地域の史的研究』（清文堂 2005 年）がある。

植田家調査風景 ( 左 ) 古文書調査　( 右 ) 書籍調査
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市指定文化財旧植田家住宅整備について
　　　　　　　　　　　　　　　

八尾市文化財課

　どうぞよろしくお願いします。今髙橋センター

長の方からご紹介ありましたけれども、自分が公

務員だということは信じられません。実はほかで

紹介していただくときは、私は河内のいっちょか

みという形で紹介をさせてもらうからなんです。

そういうことはさておきまして、資料１の「安中

新田会所屋敷 “旧植田家住宅” 復元整備基本構想」

を使いながら経過と今後の整備ということについ

て、若干説明をさせていただきたいと思います。

　一昨年の秋ごろ、資料１に書いておりますよう

に、土地約 450 坪と建物、今日午前中地元の方

に見ていただいた主屋・土蔵２棟などの建物、そ

れらに加えて、先程来河内木綿の話とか書籍の話

がございましたけれども、所蔵資料も一括して、

植田さんから市へご寄付をいただきました。

　まず古文書の方なんですが、安中新田関係と植

田家固有の文書あわせて約 25,000 点の解析につ

いては、現在関西大学の方で随時やっていただい

てますけれども、おそらく10年以上はかかると

考えています。今は特に安中新田関係の文書を中

心に調査をしていただいているところでございま

す。

　その中で、今日は皆さま方にお見せできなかっ

たんですが、宝永元（1704）年の大和川付け替

え後の約 7年後、正徳元（1711）年の安中新田

の絵図が見つかっています。この絵図は縦が 1.5

ｍ、横が６mぐらいあります。私どもの八尾市

立歴史民俗資料館の小谷利明学芸員が、新田の地

図としておそらく近畿で最大であろうと申してお

りました。この絵図には新田の区割りや小字など

いろいろ書いてございます。

　この絵図により、安中新田は、鴻池新田や八尾

の山本新田など個人の大きな家の方が開発した新

田とは異なって、大和川の付け替えのとき、植松

村の庄屋であった中務家、林家、辻田家などが持っ

ておられた古田と、慈願寺や久宝寺、安福寺が開

発した新田と合わせてできた複合新田であること

がわかりました。

　ほかに書画、掛軸、扁額、屏風などについては、

例えば、みなさんよくご存知で歴史に名を残した

人物のものでは、勝海舟の軸であるとか、富岡鉄

斎の扁額などがございます。点数は約 2,800 点

ございます。それから陶磁器類については、伊万

里焼・瀬戸焼等、2,100 点ほどございます。河内

木綿は、会場に展示している以外にもいろいろご

ざいまして、およそ 200 点あります。

　また、茶釜や茶せんなどのお茶道具も 250 点

ほどございます。既に明治期から大正期の間に、

家の中に茶室をつくっておられたことが今回の建

物調査で確認されています。現在の茶室構えや違

い棚以外に、以前の炉がきられていた痕跡が見つ

かりました。市太郎さんか一郎さんの時代に、学

問や商いなどでいろいろな人たちとの交流があ

り、ここでお茶を嗜んでおられたのかなと考えて

います。その他、昔のランプや長持、漆器などの

民具類が約 1,500 点、合計 30,000 点ぐらいの資

料を頂戴しております。

　そこで、私ども市といたしましてご寄附いただ

く時点で、やはり、このように貴重な文化財を如

何に歴史資産として活用するのかという命題も同

時にいただいたものと考え、自分がこのようなす

ばらしい事業を担当させていただくという嬉しさ

の反面、成功させなければならないという不安が

頭をよぎりました。

　でも、私は普段からどんなことでも好きになっ

て、自分のやれるだけのことを精一杯やれば結果

はついてくるものだと考える、世に言う “幸せな

やつ” でございますが、期待感にある程度の蓋を

し、冷静になって考え、今、みなさんご覧いただ

いている基本構想のように、まず、課題はなんだ

ろうかと抽出し、その上で、整備後の活用に係る

コンセプトづくりを行いました。

　手始めに、整備の課題として、周辺地域、計画

岸本   邦雄  課長
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地内、生活・環境の大きく３点を抽出し、「周辺

とのネットワークやアプローチ」、そして、「ゆと

りややすらぎ空間の創出」、「人にやさしい」等々

の命題をどう位置づけていこうかと考えてみまし

た。その結果導き出されたのが、その下段に書い

てあります基本理念でございました。

　私どもは、整備後の旧植田家住宅の位置づけと

して、「歴史や文化の継承」、「市民交流の活性化」

を最重点としつつも、やはり、課題の中にもあり

ますように、「周辺環境・景観に配慮」した、市

民の方々が「ゆとりとふれあいを実感」できる施

設にしようと決めました。

　そして、それらのことを満足する施設づくりに

は、生活の記憶を持つ「家」の保存に加え、地域

における人間の生活と環境を大事にすることが一

番求められるものだと考え、基本のコンセプトを

“エコミュージアム” とし、旧植田家住宅を整備

することにした訳でございます。

　そのようにして構想が出来上がり、いざ植田家

住宅の整備後の具体的な活用をどのようにしてい

こう、子供さんから大人の方までオールエイジン

グが楽しめる施設とはどのようなものなんだろう

と、ない知恵を絞ってみました。

　加えて、通常は所蔵資料まで頂戴しないことが

ほとんどなんですが、植田さんの場合は、貴重な

資料類も全部いただくことができました。そこで

昨年４月、単に文化財として家だけを見せるだけ

ではもったいないので、植田家の屋敷地の東側に

ある土蔵と同じような形で、土蔵風の収蔵庫兼展

示室を建てて、そこへ書画などの貴重な資料を保

管・展示しようかというふうに考えてみました。

　このようなことを言うと全部市で、もっと独り

よがりの考え方をすると、私がやったというよう

なことになりますけれども、構想や活用方策を創

り上げるにあたっては、植田さんをはじめ建築家

の方、デザイナー、音楽家と多くの市民の方、そ

して、旧知の大学の先生などのお知恵を拝借した

結果として、このようなすばらしいものができあ

がったんです。だから、私個人としては整備後の

運営も市民と協働で取り組めればと熱望していま

す。

　さて、話は少しそれますが、先ほど正徳元年の

絵図のお話をさせていただきました。当初植田家

の屋敷をいただいた時は、江戸時代の庄屋屋敷で

あると認識していたんですけれども、絵図では

現在の植田家の位置に会所屋敷と書いてございま

す。植田家が当地に来られたのはこれより 50年

より後のことなんですが、大和川が付け替えられ

た早い段階で、既に新田の会所屋敷だったという

ことがわかりました。

　大阪府下で現存している会所屋敷は、東大阪市

の鴻池新田会所、それから大阪市の加賀屋新田会

所と、大東市の平野屋新田会所の３ヶ所しかござ

いません。八尾についても、会所があったと考え

られるのは柏村新田と山本新田なんですが、いず

れも現存しておりません。その中で唯一現存して

いることから安中新田の会所屋敷跡として、平成

18 年 6 月 19 日付けで旧植田家住宅の所在する

土地を市史跡に指定しました。

　また、絵図とともに発見された当時の家相図か

ら、安中新田の会所屋敷の一部が現在の旧植田家

住宅に継承されていることが確認できましたの

で、同時に主屋、土蔵２棟、正門、控舎等を市指

定文化財といたしました。

　地元で貴重な文化財が見つかったということ

で、私どもも非常に喜んでおりまして、以降いろ

いろと活用をしていこうと考えています。それで

は資料２の「江戸時代安中新田会所屋敷 “旧植田

家住宅” の活用」をご覧ください。

　さて、植田家の土蔵の一部や主屋土間の梁組み

は大変古いものであります。近畿大学の櫻井敏雄

先生の調査では江戸時代後期以前のものだろうと

確認されています。一方、居間や座敷まわりは新

しゅうございます。江戸末の家相図で既に建築さ

れていたことは確認されていますが、その後、明

治・大正と大規模な改修が行われており、現在の

ものは昭和になってからの様式でございます。こ
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れらをどのように改修しようかといろいろ考えま

して、幕末までのものである会所と昭和の居間・

座敷の接点となるのが明治から大正の時代である

ので、改修の時代設定を明治～大正期にしようか

と考えています。

　先ほど藪田先生の方から「芋たこなんきん」の

話が出てきましたので、ちょっと私的な話ですけ

れども、「芋たこなんきん」の舞台である長屋に

私の嫁の母が今も住んでおります。ＮＨＫが来た

ときやはりと思ったのは、セットで使う空き家を

２，３日で昭和の住宅様式にされたんです。良き

時代のノスタルジーに浸れる空間が再現された訳

ですよね。

　そんなことも影響しているのか、修復後の旧植

田家住宅をご覧いただく際は、やはり皆さん方に

懐かしい時代を知っていただけるような、歴史が

未来へと伝え継がれるような復元整備をしていこ

うかと思っております。

　それで実際の活用なんですが、ただ単に文化財

として見ていただくということではなく、「みる」

「まなぶ」「あそぶ」「しる」「きく」と、いろんな

使い方をしようと考えています。一つは、旧植田

家住宅会所屋敷の継承建物や書画等の美術工芸品

を見ていただくこと、もう一つは、体験学習です。

　八尾市の市民憲章にも載っていますが、文化財

を大切にしましょうということで、子どもさんた

ちに、もし可能であれば、復元した釜屋でごはん

を炊いていただくとか、庭の草刈りでもしていた

だくとか、汗をかきながらいろんなことをしてい

ただくなど、当時の生活体験をしていただきます。

あるいは大人の方も含めて、現在八尾市立歴史民

俗資料館でやっている河内木綿の体験講座のよう

な形式で、資料館の方と連携して、講座を行いた

いとも思っております。

　先ほど髙橋センター長の方から「女性が来れば

男も一緒について来るやろう」というふうな話が

ございましたけれども、見取り図に新しい特別収

蔵庫兼展示室というのがございます。ここには植

田家に残る貴重な資料、古文書、書画、陶磁器類、

河内木綿といったものを、ある程度期間を限りな

がら、展示替えをしたいと思います。そういう形

で女性の方にも満足いただけるようにしようと思

います。

　これは私個人の考えですが、例えばクラシック

の夕べコンサートであるとか、落語会であるとか、

そういうのができればと思っています。またここ

は当然ながら市の施設ですけれども、そこに見学

に来られた方がゆっくりしていただきたいと考え

ています。お茶やお弁当を召し上がりながらゆっ

くりしていただいて、贅沢な気分が味わえる空間

にしていきたい、そういう思いで、今後活用を考

えていこうかと思っております。

　そういう夢物語がだんだんと現実化してきまし

て、現在最終の実施設計、いわゆる復元整備のた

めの設計をやってまして、この11月の中旬には結

論が出ます。その後実際の工事に移るということ

なんですが、役所の事業ですから、いろいろとす

るべき項目がございまして、整備が始まるのは来

年の７月ぐらいからになると思います。主屋・土

蔵等については、明治から大正時代の想定で復元

修理をいたします。収蔵品については、民具類は

土蔵１を改築した展示室に展示し、また、温湿度

管理が必要とされる貴重なものは土蔵風の新収蔵

庫兼展示室を建てまして、そこで展示いたします。

　私共八尾市の市制 60周年が再来年でございま

す。旧植田家の整備事業が市制 60周年記念の目

玉にできたことで、すんなり予算がついたという

経緯がございます。今日残念ながら、河内木綿

や書籍のごく一部しか見ていただけませんでした

が、その他膨大で貴重な収蔵品につきましては、

平成 21年春のオープン以降に、修復された新田

会所屋敷とともに皆様方にご覧いただこうと考え

ていますので、それまで期待してお待ちいただき

たいということで、私の話を終わらせていただき

ます。
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＊ 会 場 の 風 景 ＊

センターの門幕（左）と幟（右）が初登場

センターの活動の紹介

講演会の様子 （左）李熙連伊氏（右）藪田貫研究員



　「関西大学なにわ・大阪文化遺産学研究センター Occasional Paper」No.5 をお届け

いたします。No.5 は、2006 年 10 月 14 日に、八尾市教育委員会との共催で、植田

家および龍華コミュニティセンターでおこないました、地域連携企画第 2弾の講演

記録を編集したものです。

　森  隆男研究員は、植田家住宅から垣間見ることができる新田会所屋敷としての性

格と、植田家の人びとが営んでいたであろう日常の暮らしぶりについて説明しまし

た。参加いただいた皆さまに植田家への訪問客のつもりで説明を聞いていただいたこ

とで、植田家住宅の特徴を体で感じていただけたことでしょう。

　李  熙連伊氏は、会場内に展示された河内木綿の幟や風呂敷、消防法被を手にしな

がら、植田家に伝わった河内木綿についてお話しくださいました。会場を縦断するく

らい長く、絵柄が鮮やかな節句幟に声が上がったり、来場された方がたとの間で意見

交換がされる場面もあるなど、会場は終始活気に包まれていました。

　藪田  貫研究員は、植田家に残された書籍を手に、植田家の人びとの学芸環境につ

いて説明しました。懐徳堂だけでなく、釈
せきてん

奠や舞楽の復興の動きが見られる資料、「懐

徳堂祭典執行次第」が出てきたことは、当センターの今後の活動に力を与えてくれて

いるように感じました。

　八尾市文化財課の岸本  邦雄氏は、旧植田家住宅の復元計画について説明ください

ました。「（仮称）旧植田家史料館」として復元整備し、資料の展示や体験学習、クラ

シックコンサートやギャラリーなどの催しについての構想をお話しくださいました。

　当日、参加くださった方がたが講演に熱心に耳を傾けていたり、節句幟を見入って

いる様子を目にしました。調査にかかわっている者の一人として、調査の成果を八尾

市民の皆さまに還元していかなければならないと決意を新たにしました。

　今回の地域連携企画第 2弾においては、2005 年 8月以降、当センターがおこなっ

てきた調査の成果を報告いたしました。調査には多くの方がたにご協力いただきまし

た。この場をおかりして、御礼申し上げます。

　

                                                                                                （編集担当　松本　望）

編 集 後 記
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